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関
係
省
庁 
国
内
の
温
暖
化
を
予
測

世
紀
末 
気
温
４・４
℃
上
昇

　

四
国
電
力
、
東
北
電
力
、

北
海
道
電
力
は
２
０
１
４
年

９
月
30
日
、
相
次
い
で
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

に
対
す
る
契
約
申
し
込
み
を

保
留
す
る
と
発
表
し
、
世
間

を
驚
か
せ
た
。
特
に
福
島
県

は
、
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た

め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
飛
躍
的
推
進
を
施
策
の
大

き
な
柱
と
位
置
づ
け
て
き
た

だ
け
に
、
こ
の
連
系
回
答
保

留
に
は
強
く
反
発
し
た
。

　

事
態
を
受
け
た
福
島
県
は

即
座
に
専
門
部
会
を
設
置
し

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

接
続
回
答
保
留
に
関
す
る
福

島
か
ら
の
緊
急
提
言
〜
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な

る
導
入
と
福
島
の
復
興
・
再

最
大
限
導
入
の
政
府
方
針
の

堅
持
」「
再
エ
ネ
発
電
量
の

現
実
の
増
加
速
度
に
応
じ
た

対
策
の
実
施
」
の
２
提
言
を

示
し
た
。

　

続
く
３
提
言
を
短
期
的
対

策
と
し
て
く
く
り「
空
押
さ

え
対
策
・
後
発
事
業
受
入

円
滑
化
と

回
答
保
留

の
即
時
解

除
」「
電
力

系
統
接
続

状
況
の
情
報
公
開
と
自
治
体

関
与
の
仕
組
み
づ
く
り
」「
小

水
力
・
地
熱
・
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
受
入
容
量
の
確
保
」

を
要
望
。
こ
の
短
期
的
対
策

は
主
に
、
問
題
の
背
景
に
あ

る
空
押
さ
え
へ
の
対
処
か
ら

き
て
い
る
。
現
在
、
東
北
電

力
管
内
の
太
陽
光
発
電
未
着

工
分
は
94
％
も
あ
り
、
こ
れ

が
新
規
事
業
を
妨
げ
て
い
る

か
ら
だ
。
空
押
さ
え
は
買
取

価
格
と
送
電
網
接
続
権
利
を

確
保
し
な
が
ら
発
電
事
業
に

着
手
し
な
い
案
件
で
あ
る
。

　

次
の
３
提
言
は
中
長
期
的

対
策
で
「
再
エ
ネ
最
大
限
導

入
を
実
現
す
る
接
続
可
能
量

の
継
続
的
見
直
し
」「
地
域

間
連
系
線
の
活
用
な
ど
電
力

の
広
域
的
運
用
の
強
化
」「
新

た
な
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
再
エ
ネ
優
先
給
電
の

徹
底
」
を
あ
げ
た
。
残
る
２

提
言
は
、
福
島
の
復
興
再
生

に
向
け
た
特
別
対
策
と
し
、

「
地
域
的
な
送
電
網
接
続
問

題
に
関
す
る
特
別
対
策
の
実

施
」「
再
エ
ネ
大
量
導
入
を

実
現
す
る
次
世
代
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
の
構
築
」
を
盛
り

込
ん
だ
。

　

こ
れ
を
受
け
た
経
済
産
業

省
は
審
議
会
で
の
議
論
を
経

て
２
０
１
５
年
１
月
26
日
、

再
エ
ネ
特
措
法
省
令
を
改
正

施
行
。
東
北
電
力
の
接
続
回

答
は
再
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
福
島
向
け
特
別
対
策

と
し
て
、
再
エ
ネ
発
電
・
蓄

電
・
送
電
設
備
へ
の
補
助（
被

災
３
県
20
億
円
、
福
島
避

難
地
域
92
億
円
）、
東
北
電

力
系
統
設
置
の
蓄
電
池
導
入

（
１
１
７
億
円
）、
東
北
電
力

の
優
先
接
続
枠
の

設
定
、
東
電
の
新

福
島
変
電
所
の
東

電
負
担
（
30
億
円

程
度
）
で
の
改
修

な
ど
が
実
施
さ
れ
る
運
び
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
全
国
向
け

に
も
、
蓄
電
池
や
出
力
制
御

実
証
な
ど
の
事
業
が
予
算
化

さ
れ
た
。

　

福
島
発
の
提
言
が
問
題
解

決
の
流
れ
を
導
い
て
い
る
。

▼
年
平
均
気
温
偏
差

　

日
本
全
体
や
世
界
全
体

の
平
均
気
温
は
、
平
年
と

比
較
し
た
値
（
偏
差
）
に

よ
っ
て
表
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
広
い
地
域
の
気
温
を

測
定
し
平
均
す
る
の
が
困

難
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
れ

を
算
出
で
き
て
も
極
寒
の

地
や
熱
帯
と
い
っ
た
ば
ら

つ
き
に
よ
り
平
均
が
意
味

を
な
さ
な
い
た
め
。
平
均
的

状
態
か
ら
の
気
温
の
ず
れ
を

み
る
ほ
う
が
、
気
候
変
動
の

監
視
に
有
用
と
な
る
。
今
回

発
表
さ
れ
た
世
界
と
日
本
の

年
平
均
気
温
偏
差
で
基
準
に

し
た
平
年
の
値
は
１
９
８
１

〜
２
０
１
０
年
の
平
均
。

▼
Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ナ
リ
オ

　

地
球
温
暖
化
の
検
証
を
行

う
国
際
組
織
「
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
が
採
用
す
る
温

暖
化
の
想
定
パ
タ
ー
ン
。
排

出
削
減
活
動
に
よ
る
温
室
効

果
ガ
ス
濃
度
の
増
減
な
ど

を
考
慮
し
、
代
表
的
な
４

つ
の
シ
ナ
リ
オ
が
あ
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
影
響
が

高
い
順
に
「
高
位
参
照
シ

ナ
リ
オ
」（
Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・

５
）、「
高
位
安
定
化
シ
ナ

リ
オ
」（
Ｒ
Ｃ
Ｐ
６
・
０
）、

「
中
位
安
定
化
シ
ナ
リ
オ
」

（
Ｒ
Ｃ
Ｐ
４
・
５
）、「
低

位
安
定
化
シ
ナ
リ
オ
」（
Ｒ

Ｃ
Ｐ
２
・
６
）
と
い
う
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
ま
と
め
た
第

５
次
評
価
報
告
書
は
こ
の

シ
ナ
リ
オ
を
用
い
た
。

解
説 

）
で
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

最
も
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
が

高
い
Ｒ
Ｃ
Ｐ
８
・
５
（
高
位

参
照
シ
ナ
リ
オ
）
に
な
っ
た

場
合
、
２
０
８
０
〜
２
１
０

０
年
の
日
本
の
平
均
気
温

は
、
現
在
（
１
９
８
４
〜
２

０
０
４
年
平
均
）
か
ら
４
・

４
℃
上
昇
す
る
。
低
位
安
定

化
シ
ナ
リ
オ
と
呼
ば
れ
る
温

よ
う
に
対
応
す
る
か
を
示
す

「
適
応
計
画
」
の
基
本
デ
ー

タ
と
な
る
。
２
０
１
４
年
６

月
に
暫
定
的
な
結
果
を
ま
と

め
た
が
、
今
回
は
予
測
項
目

の
追
加
や
統
計
方
法
の
見
直

し
な
ど
不
確
実
性
を
考
慮
し

た
報
告
に
な
っ
て
い
る
。

　

予
測
計
算
は
将
来
の
温
室

効
果
ガ
ス
濃
度
に
応
じ
た
Ｒ

Ｃ
Ｐ
シ
ナ
リ
オ
（
左
欄
用
語

　

２
０
１
４
年
12
月
、
環
境

省
と
気
象
庁
は
、
将
来
の
国

内
温
暖
化
レ
ベ
ル
の
予
測
結

果
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、

政
府
が
２
０
１
５
年
夏
に
策

定
予
定
の
、
温
暖
化
に
ど
の

暖
化
の
率
が
低
い
Ｒ
Ｃ
Ｐ

２
・
６
の
場
合
で
も
１
・
１

℃
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ

た
。
同
様
に
全
国
平
均
で
真

夏
日
の
日
数
は
高
位
参
照
シ

ナ
リ
オ
で
52
・
８
日
増
加
、

低
位
安
定
化
シ
ナ
リ
オ
で
も

12
・
４
日
増
え
る
。
逆
に
真

冬
日
の
日
数
は
、
高
い
場
合

が
15
・
５
日
減
り
、
低
い
と

き
で
も
４
・
４
日
減
少
す
る
。

　

ま
た
今
回
の
予
測
計
算
で

追
加
さ
れ
た
降
雪
量
の
予
測

で
は
、
年
間
の
全
国
平
均
値

が
最
大
57
㌢
減
少
す
る
と
さ

れ
た
。
年
間
降
水
量
に
つ
い

て
は
明
確
な
傾
向
は
な
い

が
、
大
雨
に
よ
る
降
水
量
と

雨
の
降
ら
な
い
日
数
が
増
加

す
る
予
測
結
果
に
な
っ
た
。

水
銀
灯
の
代
替
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
時
代

省
エ
ネ
設
備
導
入
事
例

復
旧
の
費
用
負
担
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ

C
om
e on N

ew
Face

保
安
管
理
緊
急
対
応
事
例

生
に
向
け
て
〜
」
を
作
成
。

こ
れ
を
「
ふ
く
し
ま
提
言
10

箇
条
」
と
し
て
２
０
１
４
年

11
月
末
、
宮
沢
洋
一
経
済
産

業
相
お
よ
び
東
北
電
力
の
海

輪
誠
社
長
へ
提
出
し
た
。

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
解
決
に

向
け
た
基
本
的
考
え
方
と
し

て
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

エコカレンダー
キャッチコピー

ココ（ ）にアクセス

募集中 !!

　

２
０
１
５
年
２
月
、
気
象
庁
は
２
０

１
４
年
の
世
界
の
年
平
均
気
温
を
公
表

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
昨
年
の
平
均

気
温
は
、
１
８
９
１
年
の
統
計
開
始
以

降
で
最
も
高
い
値
に
な
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

　

２
０
１
４
年
の
平
均
気
温
は
、
平
年

と
比
べ
た
値
（
年
平
均
気
温
偏
差
：
左

欄
用
語
解
説 

）
が
０
・
27
℃
高
く
、

こ
れ
ま
で
最
高
だ
っ
た
１
９
９
８
年
の

０
・
22
℃
の
記
録
を
16
年
ぶ
り
に
更
新

し
た
。
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
も

２
０
１
４
年
の
世
界
の
平
均
気
温
が
１

９
６
１
〜
１
９
９
０
年
の
平
均
に
比
べ

０
・
57
℃
高
く
、
過
去
最
高
だ
っ
た
と

発
表
し
、
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ

温
に
な
る
年
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
気
象
庁
で
は
、
気
温
上
昇
の
原
因

を
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
増
加
に
よ
る
地
球
温
暖
化

の
影
響
や
、
数
年
か
ら
数
十
年
の
サ
イ

ク
ル
で
繰
り
返
さ
れ
る
自
然
変
動
に
よ

る
と
考
え
て
お
り
、
２
０
１
４
年
は
さ

ら
に
夏
に
発
生
し
た
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現

象
も
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
可
能
性
が

あ
る
と
み
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
４
年
の
日
本
の
平
均

気
温
は
、
平
年
に
比
べ
０
・
14
℃
高
い

Ａ
Ｓ
Ａ
）
も
過
去
最
高
と
の
同
様
の
見

解
を
示
し
て
い
る
。

　

気
温
上
昇
は
世
界
全
体
で
起
き
て
お

り
、
長
期
的
に
は
１
０
０
年
当
た
り
約

０
・
７
℃
の
割
合
で
上
が
っ
て
い
る
。

特
に
１
９
９
０
年
代
半
ば
以
降
は
、
高

世
界
気
象
機
関
な
ど
も
同
じ
見
解

値
と
な
っ

た
。
こ
れ

は
１
８
９

８
年
以
降

で
は
18
番
目
に
高
い
。
世
界
の
平
均
気

温
同
様
、
日
本
で
も
気
温
は
上
昇
す
る

傾
向
に
あ
り
、１
０
０
年
当
た
り
約
１
・

14
℃
の
割
合
で
上
が
っ
て
い
る
。
日
本

で
も
１
９
９
０
年
代
以
降
に
高
温
に
な

る
年
が
多
い
。
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世界の平均気温 過去最高

　

二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
走
る
自
動

車
（
人
工
光
合

成
技
術
な
ど
の
利
用
で
可
能

に
な
っ
た
）
が
街
を
行
き
交

い
、家
庭
に
は
一
家
に
一
台
、

掃
除
や
洗
濯
、
介
護
な
ど
を

行
う
家
事
ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及

し
、
砂
漠
に
も
劣
悪
な
環
境

下
で
育
つ
植
物
（
最
先
端
の

バ
イ
オ
技
術
に
よ
る
）
が
緑

の
オ
ア
シ
ス
を
つ
く
る
。
さ

ら
に
は
日
本
製
の
ロ
ボ
ッ
ト

が
月
面
で
観
測
作
業
を
こ
な

し
て
い
る
…
…
。

▼
こ
れ
は
政
府
が
描
く
２
０

２
５
年
の
未
来
の
世
界
。
日

本
が
重
点
的
に
取
り
組
む
長

期
的
戦
略
指
針
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
25
」
に
示
さ
れ
た
事

例
の
一
部
で
、
今
か
ら
10
年

後
の
話
だ
。

▼
そ
れ
と
は
逆
に
今
か
ら
10

年
さ
か
の
ぼ
る
２
０
０
５

年
。
本
紙
は
創
刊
し
た
。
季

刊
紙
と
し
て
年
４
回
の
発
行

を
続
け
、
今
回
が
40
号
。
満

10
年
を
迎
え
た
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
25
の
目
標
年
で
あ
る
２
０

２
５
年
ま
で
同
じ
発
行
サ
イ

ク
ル
を
継
続
し
て
い
け
ば
、

号
数
は
80
を
数
え
る
こ
と
に

な
る
。

▼
さ
て
、こ
こ
か
ら
は
予
告
。

80
号
の
小
欄
は
、
Ｃ
Ｏ
２

で

走
る
自
動
車
や
ロ
ボ
ッ
ト
の

月
旅
行
な
ど
が
実
現
さ
れ
て

い
る
の
か
検
証
す
る
内
容
に

し
た
い
。
そ
れ
ま
で
10
年
、

読
者
諸
氏
に
愛
想
を
尽
か
さ

れ
な
い
よ
う
、
よ
り
一
層
の

紙
面
の
充
実
に
努
力
を
重
ね

て
い
く
考
え
だ
。
末
永
く
お

付
き
合
い
し
て
も
ら
え
る
媒

体
で
あ
り
た
い
。

現
在
を
超
え
る
削
減
目
標 

全
参
加
国
で

れ
た
合
意
文
書
で
は
、
自
主

目
標
は
、
現
在
の
取
り
組
み

よ
り
も
進
ん
だ
内
容
に
し
、

そ
の
達
成
時
期
や
比
較
対
象

と
な
る
基
準
年
な
ど
を
明
記

▼
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

　

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス

濃
度
を
安
定
化
さ
せ
る
、
つ

ま
り
地
球
温
暖
化
を
で
き
る

限
り
食
い
止
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
国
連
の
条
約
。
１

９
９
２
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ

た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は

生
物
多
様
性
条
約
も
同
時
に

署
名
が
開
始
さ
れ
た
。
２
つ

の
条
約
は
「
双
子
の
条
約
」

と
呼
ば
れ
、
国
際
的
な
環
境

問
題
を
論
じ
る
上
で
特
に
重

視
さ
れ
て
い
る
。

　

気
候
変
動
枠
組
み
条
約

は
、１
９
９
５
年
か
ら
毎
年
、

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
提

示
し
た
自
主
目
標
が
妥
当
か

ど
う
か
を
多
国
間
で
チ
ェ
ッ

ク
す
る
仕
組
み
が
検
討
さ
れ

た
が
、
内
政
干
渉
を
嫌
う
中

国
な
ど
の
反
対
で
見
送
ら
れ

た
。
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上

昇
に
対
し
て
堤
防
を
建
設
す

る
な
ど
被
害
を
抑
え
る
対
策

（
適
応
策
）
は
、
自
主
目
標

主
目
標
は
、
気
候
変
動
枠
組

み
条
約
事
務
局
が
取
り
ま
と

め
、
２
０
１
５
年
11
月
ま
で

に
報
告
書
を
作
成
す
る
。
ま

た
、
各
国
の
自
主
目
標
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
す
る
。

　

そ
の
後
は
、
事
務
局
の
ま

と
め
た
報
告
書
を
も
と
に
Ｃ

Ｏ
Ｐ
21
で
議
論
し
、
合
意
に

至
れ
ば
、
２
０
１
６
年
か
ら

各
国
の
批
准
手
続
き
へ
と
進

む
こ
と
に
な
る
。

に
含
め
る
か
ど
う
か
今
後
検

討
し
て
い
く
│
│
と
い
っ
た

自
主
目
標
策
定
の
た
め
の
共

通
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
た
。

　

各
国
か
ら
提
出
さ
れ
る
自

合
意
す
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
も
確
認
済
み
だ
。

　

ま
た
、新
た
な
枠
組
み
は
、

排
出
削
減
量
を
各
国
に
割
り

当
て
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
主
的
に
提
示
す
る

削
減
目
標
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
枠
組
み
づ

く
り
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
３
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
開
か
れ
た

Ｃ
Ｏ
Ｐ
19
で
各
国
が
合
意
し

て
い
た
。

　

そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て

今
回
、
主
に
話
し
合
わ
れ
た

の
は
、
各
国
が
提
示
す
る
自

主
目
標
に
つ
い
て
。
採
択
さ

　

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
締

約
国
会
議
で
は
、
２
０
２
０

年
以
降
の
地
球
温
暖
化
対
策

に
つ
い
て
、
国
際
的
な
枠
組

み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
一
部
の
先
進

国
に
一
定
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
量
を
義
務
づ
け
る

「
京
都
議
定
書
」
と
い
う
枠

組
み
が
あ
っ
た
。
現
在
策
定

を
進
め
て
い
る
新
た
な
枠
組

み
は「
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
」

と
呼
ば
れ
、
一
部
の
国
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
国
が
参
加

す
る
予
定
。
２
０
１
５
年
末

に
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催

予
定
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
て
最
終

Ｃ
Ｏ
Ｐ
20 
ポ
ス
ト
京
都
に
向
け
ル
ー
ル
合
意

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
話
し
合
う
国
連
の
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
20
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
20
）
が
、
２
０
１
４
年
12
月
、
ペ
ル
ー
の
リ
マ
で
開
催
さ
れ
た
。
前
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
19
で

合
意
し
て
い
た
す
べ
て
の
国
が
参
加
す
る
枠
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
、
各
国
が
提
示
す
る
自

主
目
標
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。

COP20合意内容の骨子

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
が

開
催
さ
れ
、今
回
が
20
回
目
。

現
在
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
は
、
２
０
２

０
年
以
降
に
各
国
が
取
り
組

む
新
し
い
法
的
枠
組
み
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。

2015年冬季号 クロスワードパズルの答え

答えは「チクデンチ」
（蓄電池）でした。
多数のご応募ありがとうございました。

㌧
上
回
り
、
過
去
最
大
と
な

っ
た
。

　

２
０
１
３
年
度
の
排
出
量

は
前
年
度
と
比
べ
て
１
・
６

％
（
２
２
０
０
万
㌧
）
増

え
、
京
都
議
定
書
の
基
準
年

で
あ
る
１
９
９
０
年
度
比
で

は
10
・
６
％
（
１
億
３
４
０

０
万
㌧
）
増
加
し
て
い
る
。

環
境
省
で
は
、
増
加
の
理
由

　

２
０
１
４
年
12
月
、
環
境

省
は
２
０
１
３
年
度
の
日
本

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

速
報
値
を
発
表
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
総
排
出

量
は
13
億
９
５
０
０
万
㌧

で
、
１
９
９
０
年
の
統
計
開

始
以
来
こ
れ
ま
で
最
も
高
か

っ
た
２
０
０
７
年
度
の
13
億

９
４
０
０
万
㌧
を
１
０
０
万

を
、
工
場
な
ど
の
「
産
業
部

門
」
と
、
オ
フ
ィ
ス
・
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
の
「
業
務
そ
の

他
部
門
」
が
、
化
石
燃
料
の

消
費
増
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
を
増

加
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
原
因

と
み
て
い
る
。

　
「
産
業
部
門
」
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
４
億
３
０
０
０
万

㌧
で
前
年
度
か
ら
３
・
０
％

（
１
２
４
０
万
㌧
）
増
加
し

た
。
鉄
鋼
業
や
化
学
工
業
な

ど
の
製
造
業
か
ら
の
排
出
増

加
が
目
立
っ
た
。
同
様
に
前

年
度
か
ら
３
・
２
％
（
８
８

０
万
㌧
）
増
加
し
た
「
業
務

そ
の
他
部
門
」
の
排
出
量
は

２
億
８
１
０
０
万
㌧
。
石
油

製
品
や
電
力
の
消
費
量
の
増

加
が
響
い
た
。

　

一
方
、自
動
車
な
ど
の「
運

輸
部
門
」
と
「
家
庭
部
門
」

で
は
、
前
年
度
と
比
べ
排
出

量
は
減
少
し
て
い
る
。「
運

輸
部
門
」
は
１
・
８
％
（
４

０
０
万
㌧
）
減
の
２
億
２
２

０
０
万
㌧
。
輸
送
量
の
減
少

や
、
自
動
車
の
燃
費
改
善
な

ど
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

「
家
庭
部
門
」
の
排
出
量
は

２
億
３
０
０
万
㌧
。
前
年
度

比
で
は
０
・
４
％
（
80
万
㌧
）

の
減
少
。
寒
さ
の
厳
し
か
っ

た
前
年
度
の
冬
に
比
べ
、
灯

油
な
ど
の
燃
料
消
費
が
少
な

く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
排

出
減
に
つ
な
が
っ
た
。

2013
年
度 

排
出
量
過
去
最
大
に

自
動
車
な
ど
運
輸
部
門
お
よ
び
家
庭
部
門
は
減
少

国内の温暖化についての
予測結果の主な項目

日本の温室効果ガス排出量

※ 環境省発表資料より。2014年12月発表の速報値。

２０１４年 気象庁発表確定値

▼すべての国が参加する枠組みを再確認
 2013年にポーランドのワルシャワで開かれ
たCOP19での合意を確認（すべての国が
参加する枠組みづくり／京都議定書のような
削減量の義務づけではなく各国が自主目標
を示す／準備ができた国は2015年 3月
までに自主目標を提出する など）。

▼自主目標の原則
 各国が示す自主目標は、現在の取り組みよ
りも進んだ内容にする。

▼自主目標の内容
 排出削減量を比較するための基準年、活動
の期間、対象の範囲、カバー率などを盛り
込むこともできる。内容がいかに野心的で
あるかの説明を加えてもよい。

▼温暖化の被害を抑える対策（適応策）
 例えば海面上昇に対して堤防を建設するな
どの適応策については、自主目標に含める
かどうか今後検討していく。

▼自主目標をまとめる作業
 気候変動枠組み条約事務局は、2015 年
11月までに各国の自主目標をまとめた報告
書をつくる。また、各国の自主目標はウェブ
サイトで公表する。

　

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え

は
左
の
と
お
り
で

す
。
グ
レ
ー
の
二
重

囲
み
マ
ス
に
あ
る
５

つ
の
文
字
を
組
み
合

わ
せ
た
「
チ
ク
デ
ン
チ

（
蓄
電
池
）」
が
正
解
。

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し

た
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

ウ 　 イ チ ゴ
モ チ ツ キ 　
ク チ 　 ュ デ
　 カ イ ウ ン
シ タ ン 　 キ

Ｒ
Ｃ
Ｐ
シ
ナ
リ
オ

気
温
（
℃
）

真
夏
日
（
日
）

真
冬
日
（
日
）

降
雪
量
（
cm
）

2.6 +1.1 +12.4 ▲4.4 ▲7

4.5 +2.0 +23.5 ▲7.9 ▲19

6.0 +2.6 +30.0 ▲9.7 ▲28

8.5 +4.4 +52.8 ▲15.5 ▲57

※ 気象庁・環境省「日本国内における
気候変動予測の不確実性を考慮し
た結果について」より。現在と将来
（2080～2100年）の差を示す。

０６　０７　０８　０９　１０　１１　１２　１３（年度）

12

13

14

11

排
出
量

（
億
ト
ン
）

2013年度排出量
13億9,500万㌧

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
措
法
省
令
を
動
か
し
た

福
島
県
か
ら
の
緊
急
提
言
10
箇
条

http://www.n-techno.co.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/
http://www.n-techno.co.jp/20th/book/


（ 2 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１５年 （平成２７年） 春季　第 40号　【季刊】

で
無
理
の
な
い
節
電
を
進
め
、

電
力
消
費
量
の
削
減
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。

　

活
動
期
間
は
２
０
１
５
年
３

月
31
日
ま
で
で
、
ア
グ
リ
ゲ
ー

タ
に
は
削
減
率
の
報
告
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
当
社
の
実

績
は
１
１
５
２
件
で
契
約
電
力

の
合
計
は
19
万
１
０
０
８
㌔
㍗

だ
っ
た
。
２
０
１
５
年
１
月
、

こ
の
報
告
が
ほ
ぼ
完
了
（
新
築

56
件
、
未
集
計
９
件
を
除
く
）

し
た
。
今
回
は
そ
の
結
果
を
報

告
し
よ
う
。

　

ま
ず
当
初
掲
げ
た
ト
ー
タ
ル

の
目
標
は
年
間
の
電
力
使
用
量

10
％
削
減
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

対
す
る
実
績
は
、
５
・
０
％
の

削
減
。
目
標
に
届
か
な
か
っ
た

主
な
原
因
は
、
半
数
以
上
の
事

業
場
で
、
売
上
や
生
産
量
の
増

加
と
い
っ
た
省
エ
ネ
活
動
以
外

の
は
っ
き
り
し
た「
増
加
要
因
」

が
あ
っ
た
こ
と
だ
。

　

増
加
要
因
に
は
、
売
上
や
生

産
量
の
ほ
か
に
負
荷
設
備
や
来

客
数
の
増
加
、
営
業

時
間
の
延
長
な
ど
が

あ
る
。
こ
れ
が
報
告

義
務
の
あ
る
１
０
９

６
件
の
う
ち
５
６
７

件
に
の
ぼ
っ
た
。
た

だ
し
増
加
要
因
の
あ

る
５
６
７
件
全
体
の

電
力
使
用
量
は
２
・

０
％
と
微
増
に
と
ど

ま
り
、
売
上
や
生
産

量
が
増
加
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
成
果

を
上
げ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

そ
の
内
訳
は
、
売

上
も
し
く
は
生
産
量

が
１
割
増
加
し
た
事

業
場
は
１
３
９
件
で

電
力
使
用
量
は
０
・
８
％
減
、

２
割
増
は
44
件
で
２
・
１
％
増
、

３
割
増
は
14
件
で
13
・
２
％
増
、

そ
の
他
３
７
０
件
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
業
種
別
に
み

る
と
、
倉
庫
業
、
工
場
、
教
育
・

福
祉
施
設
、
病
院
な
ど
が
電
力

使
用
の
増
加
傾
向
に
あ
り
、
事

務
所
、
温
浴
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
宿
泊
・
飲
食
業
な
ど
で

は
１
・
４
〜
５
・
０
％
の
削
減

が
で
き
て
い
た
。
こ
れ
は
、
売

上
や
利
用
者
の
増
加
が
直
接
的

に
電
気
設
備
の
稼
働
を
増
や
す

こ
と
に
つ
な
が
る
業
種

と
、
そ
の
影
響
を
ス
タ
ッ

フ
の
省
エ
ネ
活
動
に
よ
っ

て
抑
え
ら
れ
る
業
種
の
違

い
だ
と
い
え
る
。
温
浴
施

設
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
宿

泊
業
な
ど
は
、
利
用
客
エ

リ
ア
と
従
業
員
エ
リ
ア
と

が
明
確
に
区
分
さ
れ
、
そ

の
従
業
員
エ
リ
ア
で
の
省

エ
ネ
活
動
が
効
果
を
上
げ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
売
上
増
な
ど
の

増
加
要
因
が
な
か
っ
た
事

業
場
は
５
２
９
件
あ
っ

た
。
こ
こ
で
の
削
減
率
は

目
標
を
上
回
る
13
・
２
％

と
な
っ
て
お
り
、
確
実
な

削
減
効
果
が
出
て
い
た
。

　

削
減
効
果
を
出
す
計
画
は
、

当
社
ス
タ
ッ
フ
が
定
期
訪
問
を

行
い
、
ユ
ー
ザ
ー
と
と
も
に
適

切
な
省
エ
ネ
活
動
を
考
え
る
こ

と
で
導
き
出
さ
れ
る
。
そ
し
て

そ
れ
を
実
行
す
る
の
は
ユ
ー
ザ

ー
自
身
だ
。
当
社
の
シ
ス
テ
ム
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２
０
１
４
年
12
月
、
環
境

省
、
国
立
環
境
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ

Ｅ
Ｓ
）、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
観
測
技
術
衛
星
「
い

ぶ
き
」
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

の
解
析
結
果
を
発
表
し
た
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
大
気
中
に
あ
る

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
濃

度
は
、
世
界
の
大
都
市
に
お
い

て
、
そ
の
周
辺
よ
り
も
高
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

今
回
の
解
析
に
使
っ
た
「
い

ぶ
き
」
は
、
環
境
省
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ

Ｓ
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
共
同
で
開
発

し
た
世
界
初
の
温
室
効
果
ガ
ス

観
測
専
用
衛
星
。
Ｃ
Ｏ
２

と
メ

タ
ン
の
濃
度
を
、
宇
宙
か
ら
観

測
し
て
い
る
。
主
な
目
的
は
温

室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
・
排
出
量

の
推
定
や
予
測
の
精
度
を
高
め

ま
で
の
３
年
半
で
取
得
し
た
も

の
。「
い
ぶ
き
」
か
ら
得
る
Ｃ

Ｏ
２

濃
度
の
情
報
は
、
化
石
燃

料
の
消
費
な
ど
人
間
の
活
動
が

原
因
で
排
出
さ
れ
た
も
の
だ
け

で
は
な
く
、
生
物
の
呼
吸
、
海

洋
が
行
う
吸
収
と
排
出
、
植
物

の
光
合
成
に
よ
る
吸
収
、
森
林

火
災
に
よ
る
排
出
な
ど
も
含
ま

れ
る
。
そ
こ
で
排
出
イ
ン
ベ
ン

ト
リ
と
呼
ば
れ
る
化
石
燃
料
消

費
か
ら
算
出
し
た
Ｃ
Ｏ
２

排
出

　

２
０
１
２
年
４
月
に
経
済
産

業
省
に
よ
る
２
０
１
１
年
度

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
」
制

度
の
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
と
し
て
、

日
本
テ
ク
ノ
が
採
択
さ
れ
た
こ

と
は
本
紙
２
０
１
２
年
夏
季
号

（
第
29
号
）
で
も
紹
介
し
た
。

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
中
小
ビ

ル
な
ど
の
高
圧
小
口
の
電
力
需

要
家
に
お
け
る
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ビ

ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム
）
の
導
入
を
促
進
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
の
効
率
化
お
よ
び

電
力
需
要
の
抑
制
を
図
る
こ
と

デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
人
間
が

排
出
し
た
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
も
導
き

出
し
て
い
る
。そ
れ
に
よ
る
と
、

人
為
起
源
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
が
特
に

高
か
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
や
中
国
の
天
津

な
ど
。
高
濃
度
の
領
域
は
人
口

の
密
集
地
や
、
火
力
発
電
な
ど

を
含
ん
だ
産
業
活
動
の
盛
ん
な

地
域
と
み
ら
れ
る
。

　

今
回
の
解
析
に
よ
り
、
衛
星

に
よ
る
観
測
が
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
の
監
視
ツ
ー
ル
と
し
て

役
立
て
ら
れ
る
可
能
性
も
み
え

て
き
た
。

る
こ
と
。
２
０
０
９
年
１
月
に

打
ち
上
げ
ら
れ
、
現
在
も
観
測

を
続
け
て
い
る
。

　

発
表
さ
れ
た
解
析
結
果
の
も

と
に
な
る
デ
ー
タ
は
２
０
０
９

年
６
月
か
ら
２
０
１
２
年
12
月

水
分
が
占
め
て
い
る
。ま
た
一
方
で
、

南
区
の
住
民
１
人
ひ
と
り
が
１
日
に

６
㌘
（
水
に
換
算
す
る
と
ス
プ
ー
ン

に
約
１
杯
分
）の
ご
み
を
減
ら
せ
ば
、

ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
か
ら
抜
け
出
せ
る
と

わ
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
は
、
ほ
か
の

ク
ラ
ス
や
地
域
の
人
々
に
協
力
を
あ

お
ぎ
、
ご
み
削
減
の
ア
イ
デ
ア
を
集

ー
ラ
ー
だ
と
20
㌘
、
一
度
茹
で
て
か

ら
む
く
と
８
㌘
の
皮
が
出
て
、
調
理

の
仕
方
ひ
と
つ
で
ご
み
の
量
に
大
き

な
違
い
が
出
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

市
の
資
源
循
環
局
の
職
員
を
招
い

た
出
張
授
業
で
は
、
生
ご
み
を
土
と

ま
ぜ
て
分
解
す
る
「
土
壌
混
合
法
」

に
つ
い
て
学
び
、
地
域
の
家
々
で
実

際
に
使
わ
れ
て
い
る
コ
ン
ポ
ス
ト
も

見
学
。
各
自
が
家
庭
か
ら
生
ご
み
を

持
ち
寄
り
、
作
業
を
体
験
し
た
。

 

学
習
成
果
を
地
域
に
還
元

　

教
諭
の
久
保
田
さ
ん
は
、「
生
ご

み
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
脱
出
大
作
戦
は
、

子
ど
も
た
ち
の
〝
一
番
悪
い
の
は
嫌

だ
！
〞
と
い
う
声
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
授
業
の
テ
ー
マ
は
こ
う
し
た
日

常
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
つ
ぶ
や

き
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
興
味
を
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ

る
こ
と
で
、
や
る
気
や
意
欲
が
高
ま

り
、
行
動
範
囲
を
広
げ
る
き
っ
か
け

に
も
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

生ごみワーストワン脱出大作戦

　

横
浜
市
南
区
の
横
浜
市
立
永
田
台

小
学
校
は
、
周
囲
を
団
地
に
囲
ま
れ

た
高
台
に
建
つ
、
全
校
児
童
４
８
９

名
の
学
校
。
２
０
１
０
年
に
横
浜
市

で
初
と
な
る
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の

加
盟
校
と
な
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
に
基
づ

く
環
境
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆

　

永
田
台
小
学
校
の
個
別
支
援
学
級

に
は
１
〜
６
年
生
ま
で
年
齢
の
異
な

る
19
名
の
児
童
が
通
っ
て
い
る
。
こ

Ｃ
Ｏ
２ 

大
都
市
で
高
濃
度

太
陽
光 

供
給
過
剰
な
ら
発
電
抑
制

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度 

運
用
を
見
直
し

こ
で
は
昨
年
１
年
間
を
通
し
て
ご
み

の
削
減
を
テ
ー
マ
に
し
た
環
境
教
育

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

２
０
１
１
年
に
横
浜
市
が
公
表
し

た
資
料
に
よ
る
と
、
当
時
、
南
区
は

横
浜
市
の
中
で
も
１
人
当
た
り
の
燃

や
す
ご
み
の
排
出
量
が
最
も
多
い
地

域
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
実
を
市
の

広
報
誌
を
通
し
て
知
っ
た
担
当
教
諭

の
久
保
田
れ
い
子
さ
ん
は
、
そ
の
内

容
を
児
童
に
伝
え
た
。
す
る
と
児
童

か
ら
「
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
は
嫌
だ
」「
ご

み
を
減
ら
し
た
い
」
な
ど
た
く
さ
ん

の
意
見
が
出
て
き
た
。

　

そ
こ
で
同
学
級
で
は
、「
生
ご
み

ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
脱
出
大
作
戦
」
と
題

し
て
、
学
校
の
図
書
館
や
市
の
資
料

を
使
っ
て
、
ご
み
の
実
態
に
つ
い
て

調
べ
学
習
を
行
っ
た
。
調
べ
て
み
る

と
、
横
浜
市
の
家
庭
か
ら
１
年
間
に

出
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
資
源
も
含
め

て
約
93
万
ト
ン
。
そ
の
う
ち
約
４
割

は
台
所
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご

み
。
さ
ら
に
、
生
ご
み
の
約
８
割
は

eco topicseco topics
新
た
な
国
立
・
国
定
公
園
誕
生

　

２
０
１
５
年
１
月
、
中
央
環
境

審
議
会
は
３
カ
所
の
国
立
お
よ
び

国
定
公
園
に
つ
い
て
新
規
指
定
な

ど
を
決
め
る
答
申
を
し
た
。

　

新
た
に
指
定
さ
れ
る
国
定
公
園

は
、
薩
摩
半
島
の
西
約
30
㌔
の
沖

合
に
あ
る
「
甑
島
（
こ
し
き
し
ま
）

国
定
公
園
」。
周
辺
海
域
に
サ
ン

ゴ
が
生
息
し
、
主
に
３
つ
の
島
か

ら
な
る
地
域
。
新
し
い
国
立
公
園

に
な
る
の
は
「
妙
高
戸
隠
連
山
国

立
公
園
」。
こ
れ
ま
で
「
上
信
越

高
原
国
立
公
園
」
の
西
部
に
あ
っ

た
地
域
を
分
離
し
て
、
別
途
指
定

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
既
存
の
国
定
公
園

を
指
定
解
除
し
、
隣
接
す
る
国
立

公
園
の
地
域
を
拡
張
し
て
編
入
す

る
も
の
。「
南
三
陸
金
華
山
国
定

公
園
」
を
「
三
陸
復
興
国
立
公
園
」

に
組
み
込
む
。

　

環
境
省
で
は
、
こ
の
答
申
を
受

け
同
年
３
月
に
官
報
告
示
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
を
指
定
し
た
。

エ
コ
カ
ー
の
ガ
イ
ド
本 

公
表

　

環
境
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土

交
通
省
の
３
省
が
作
成
し
た
「
次

世
代
自
動
車
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
２
０

１
４
」
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

次
世
代
自
動
車
は
、「
大
気
汚

染
物
質
の
排
出
が
少
な
い
、
も
し

く
は
ま
っ
た
く
排
出
し
な
い
」「
低

燃
費
で
あ
る
」
な
ど
の
環
境
性
能

に
優
れ
た
自
動
車
の
こ
と
。
一
般

に
エ
コ
カ
ー
と
も
呼
ば
れ
、
燃
料

電
池
・
電
気
・
天
然
ガ
ス
・
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
・
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ

ル
と
い
っ
た
種
類
が
あ
る
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
各

メ
ー
カ
ー
が
出
し
て
い
る
次
世
代

自
動
車
の
車
種
ご
と
の
情
報
や
、

補
助
金
、
税
制
特
例
措
置
な
ど
の

優
遇
制
度
、
そ
の
他
の
関
連
情
報

が
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

マ
イ
カ
ー
購
入
の
際
の
目
安
に
も

な
る
だ
ろ
う
。ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

環
境
基
本
計
画
の
進
捗
を
点
検

　

２
０
１
４
年
12
月
、
環
境
省
は

国
の
環
境
保
全
に
関
す
る
施
策
の

大
綱
を
定
め
た
第
４
次
環
境
基
本

計
画
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
の
第

２
回
点
検
結
果
を
公
表
し
た
。
点

検
は
、各
府
省
の
取
り
組
み
状
況
、

各
分
野
の
環
境
指
標
、
国
民
や
自

治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

行
わ
れ
た
。

　

今
回
、
重
点
的
に
確
認
さ
れ
た

項
目
は
「
地
球
温
暖
化
に
関
す
る

取
組
」「
生
物
多
様
性
の
保
全
及

び
持
続
可
能
な
利
用
に
関
す
る
取

組
」
な
ど
。
点
検
の
結
果
、
全
体

の
状
況
は
お
お
む
ね
進
捗
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方
で

国
が
自
治
体
に
示
す
施
策
や
国
民

へ
の
情
報
提
供
な
ど
改
善
す
べ
き

課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

日
本
近
海
、７
４
６
カ
所
で
天
然
ガ
ス
資
源
含
有
の
可
能
性
を
新
た
に
確
認

　

２
０
１
４
年
12
月
、
経
済
産
業
省
は
日
本
周
辺
海

域
に
相
当
量
存
在
す
る
と
み
ら
れ
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド

レ
ー
ト
の
資
源
量
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の
調

査
は
２
０
１
３
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
て
、
今
回

公
表
さ
れ
た
の
は
２
０
１
４
年
度
の
結
果
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
ガ
ス
チ
ム
ニ
ー
構
造
と
呼
ば
れ

る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
存
在
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
所
は
７
４
６
カ
所
あ
っ
た
。
前
年
度
の
調
査
で

も
２
２
５
カ
所
見
つ
か
っ
て
お
り
、
合
計
で
９
７
１

カ
所
の
ガ
ス
チ
ム
ニ
ー
構
造
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
調
査
し
た
海
域
は
、
隠
岐
周
辺
、
上
越
沖
、

秋
田
・
山
形
沖
お
よ
び
日
高
沖
。
調
査
船
か
ら
音
波

を
発
信
し
て
海
底
の
地
質
構
造
を
把
握
す
る
な
ど
の

調
査
の
ほ
か
、
選
定
し
た
３
カ
所
か
ら
掘
削
に
よ
り

地
質
サ
ン
プ
ル
も
取
得
し
て
い
る
。

　

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
と
は
、
温
度
が
低
く
圧
力

の
高
い
状
態
で
水
と
メ
タ
ン
が
結
晶
化
し
た
物
質
。

将
来
の
天
然
ガ
ス
資
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

経
産
省
で
は
２
０
１
５
年
度
も
継
続
し
て
調
査
を
実

施
し
て
い
く
。

　

ま
た
学
習
し
た
内
容
は
、
地
域
の

交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
発
表
し
、
集

ま
っ
た
地
域
の
人
々
と
と
も
に
ご
み

の
水
切
り
実
験
を
行
っ
た
。
周
囲
の

さ
ま
ざ
ま
な
協
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
学
習
の
成
果
を
、
校
内
だ
け
で
な

く
地
域
に
還
元
し
て
い
く
。

　

同
学
級
で
は
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、「
グ
リ
ー
ン
・
ク
リ
ー
ン
ア

ー
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
開
始
し
た
。

こ
れ
ま
で
７
年
間
に
わ
た
り
学
校
全

体
で
取
り
組
ん
で
き
た
グ
リ
ー
ン
カ

ー
テ
ン
の
活
動
を
深
掘
り
し
、
あ
ら

た
め
て
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
役
割

や
地
球
環
境
と
の
か
か
わ
り
を
学
習

し
て
い
く
。

　

今
後
は
、
周
辺
住
民
に
ゴ
ー
ヤ
の

種
を
配
布
す
る
な
ど
、
地
域
を
あ
げ

て
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
活
動
を
定

着
さ
せ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。
自
分

た
ち
の
活
動
が
地
域
環
境
の
改
善
に

役
立
っ
て
い
る
、
と
い
う
思
い
が
児

童
の
喜
び
や
自
信
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
。

専用衛星「いぶき」が観測

　

今
回
の
運
用
見
直
し
の
背

景
に
あ
る
の
は
、
九
州
電
力

な
ど
の
５
電
力
会
社
が
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
受
け

入
れ
回
答
を
保
留
し
て
い
た

問
題
。
保
留
し
た
理
由
は
、

受
け
入
れ
て
も
問
題
の
な
い

電
力
の
上
限
を
超
え
て
し
ま

い
、
安
定
供
給
が
危
ぶ
ま
れ

る
か
ら
。

　

電
気
は
発
電
す
る
量
と
消

費
す
る
量
を
ほ
ぼ
等
し
く
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
最
悪
、

大
規
模
停
電
に
つ
な
が
る
。

電
気
の
需
要
が
多
い
と
き
に

発
電
量
が
不
足
す
る
場
合

や
、
そ
の
逆
で
、
使
わ
れ
る

以
上
の
電
気
を
送
電
線
に
流

し
た
と
き
だ
。

　

太
陽
光
発
電
な
ど
の
電
気

を
無
制
限
に
受
け
入
れ
た
場

合
、
需
要
が
少
な
い
時
期
に

は
供
給
過
剰
に
な
る
可
能
性

も
あ
る
。
そ
の
た
め
火
力
発

電
所
の
発
電
量
調
整
な
ど
を

行
っ
て
い
る
が
限
度
を
超
え

た
対
応
は
で
き
な
い
。
太
陽

光
発
電
は
天
候
に
よ
っ
て
発

電
量
が
変
動
す
る
の
で
調
整

も
難
し
い
。

　

そ
の
た
め
こ
れ
ま
で
は
、

５
０
０
㌔
㍗
以
上
の
太
陽
光

発
電
に
つ
い
て
年
間
30
日
を

上
限
に
、
発
電
停
止
を
要
請

で
き
る
制
度（
30
日
ル
ー
ル
）

に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

太
陽
光
発
電
を
開
始
し
た
い

事
業
者
の
申
請
が
相
次
ぎ
、

以
前
の
制
度
で
も
、
安
定
供

給
に
支
障
を
来
す
と
予
測
さ

れ
、
九
州
電
力
な
ど
の
回
答

保
留
に
つ
な
が
っ
た
。

　

今
回
の
運
用
見
直
し
で

は
、
発
電
停
止
を
求
め
る
対

象
を
５
０
０
㌔
㍗
未
満
に
ま

で
拡
大
し
、
30
日
ル
ー
ル
で

は
日
数
単
位
だ
っ
た
上
限
を

時
間
単
位
（
年
間
３
６
０
時

間
）
で
細
か
く
設
定
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
の
変
更
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
回
答
保
留

し
て
い
た
各
電
力
会
社
は
、

順
次
、
申
請
手
続
き
を
再
開

し
て
い
る
。

は
自
動
制
御
を
組
み
込
ん
で
い

な
が
ら
も
、「
人
」
の
「
意
識

改
革
」に
重
き
を
置
き
、「
行
動
」

が
伴
わ
な
く
て
は
効
果
は
発
揮

で
き
な
い
。
だ
が
そ
の
「
意
識

改
革
」
を
全
従
業
員
が
遂
げ
た

事
業
場
で
は
、
電
力
消
費
量
の

削
減
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
波

及
効
果
が
あ
る
こ
と
も
実
証
さ

れ
て
い
る
。

　

あ
る
事
業
場
で
は
水
道
料
金

が
目
に
見
え
て
安
く
な
っ
た
。

作
業
を
効
率
的
に
す
る
よ
う
に

な
り
残
業
代
が
削
減
さ
れ
て
い

っ
た
ユ
ー
ザ
ー
も
あ
る
。
省
エ

ネ
活
動
が
組
織
に
一
体
感
を
生

み
団
結
力
が
強
ま
っ
た
と
い
う

企
業
も
あ
っ
た
。

　

今
回
の
経
産
省
の
事
業
に
よ

り
全
体
で
６
４
７
１
件
の
事
業

場
に
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
導
入
さ
れ
て

い
る
。
２
０
１
５
年
４
月
に
は

ほ
か
の
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
も
含
め

す
べ
て
の
報
告
が
終
了
す
る
予

定
だ
。
こ
の
結
果
報
告
が
ど
の

よ
う
に
な
る
か
注
目
し
た
い
。

再生可能エネルギーの受け入れに余力
がない電力会社の太陽光発電の接続可
能量と申込量

め
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
集
ま
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
の
効
果
検

証
を
行
っ
た
。
ま
ず
試
し
た
の
が
、

麦
茶
パ
ッ
ク
の
水
切
り
実
験
。
水
を

絞
ら
な
い
で
捨
て
る
の
と
、
絞
っ
て

か
ら
捨
て
る
の
で
は
パ
ッ
ク
１
個
で

約
20
㌘
も
違
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
じ

ゃ
が
い
も
の
皮
む
き
実
験
で
は
、
包

丁
を
使
っ
て
む
い
た
皮
は
50
㌘
、
ピ

「
一番
悪
い
の
は
嫌
だ
」の
声
で
始
動

【第17回】 横浜市立永田台小学校

売上・生産量の増加でも
電力消費量削減を導いた
ＢＥＭＳアグリゲータ事業

　

２
０
１
５
年
１
月
、
経
済
産
業
省
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
運
用
方
法
を
見
直
し
、
供
給
過
剰
の
際
に
太
陽
光
の

発
電
を
止
め
や
す
く
す
る
な
ど
の
新
ル
ー
ル
を
定
め
た
。

　

地
球
温
暖
化
と
と
も
に

環
境
問
題
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
っ
て
い
る
「
生
物
多

様
性
」。
数
千
万
種
と
も

い
わ
れ
る
多
様
な
生
き
物

が
つ
な
が
り
合
っ
て
存
在

し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

本
書
は
、
そ
の
生
物
多
様

性
の
成
り
立
ち
か
ら
、
複

数
の
実
例
に
基
づ
く
多
様

性
の
し
く
み
、
現
在
の
状

況
、
問
題
点
と
解
決
へ
の

考
え
方
ま
で
を
一
般
読
者

向
け
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
生
物
多
様
性
が
な
ぜ

大
切
か
を
多
く
の
人
に
納

得
し
て
も
ら
う
に
は
、
行

き
つ
く
と
こ
ろ
、
多
様
性

は
な
ぜ
必
要
か
と
い
う
論

理
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
以
外
に
な
さ
そ
う
で
あ

る
」（
２
０
０
ペ
ー
ジ
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

解
説
は
平
明
で
、
す
ん
な

り
理
解
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
生
物
多
様
性

を
株
取
引
に
見
立
て
、
種

類
の
異
な
る
株
を
複
数
保

有
す
る
の
が
リ
ス
ク
分
散

に
な
る
と
説
く
。
現
実
に

近
い
例
で
は
、
植
物
が
単

一
種
だ
っ
た
場
合
の
解
説

に
人
工
林
を
あ
げ
る
。
人

工
林
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な

ど
一
般
的
に
一
つ
の
種
で

つ
く
ら
れ
る
。
こ
れ
を
放

置
し
て
お
く
と
林
内
に
光

が
届
か
な
く
な
り
、
下
層

植
生
（
下
草
や
低
木
）
が

育
た
ず
、
多
様
性
は
失
わ

れ
る
。
す
る
と
、
下
層
植

生
が
担
っ
て
い
た
土
壌
の

被
覆
効
果
が
な
く
な
り
土

砂
災
害
に
つ
な
が
る
。

　

ぼ
ん
や
り
霞
ん
で
い
た

「
生
物
多
様
性
」
の
輪
郭

が
は
っ
き
り
し
て
く
る
だ

ろ
う
。

「多様性が必要な理由」を平明に解説

（工作舎　2,000円＋税）

Environmental Information

※ ２０１５年１月２２日に公表された資源エネル
ギー庁「固定価格買取制度の運用見直し等
について」より。単位は万ｋＷ。接続可能量
は定期的に見直しされる。

シリーズ

地域の人々とともに、ペットボトルの口やCDを使っ
て、ごみの水切り実験を行った。

授業の様子。学習発表会に向けて紙芝居の練習中。

生物多様性のしくみを解く　第六の大量絶滅期の淵から
宮下直 著

電力会社 接続可能量 承諾済・承諾必
要案件の申込量

北海道電力 117 251
東北電力 552 584
四国電力 219 211
九州電力 817 815
沖縄電力 35.6 31
北陸電力 70 63
中国電力 558 429
合計 2,369 2,384

http://www.nt-e.jp/
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１
９
８
９
年
、
現
社
長
の
馬
本
英
一
が
省
エ

ネ
関
連
の
個
人
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在

に
つ
な
が
る
日
本
テ
ク
ノ
の
創
業
で
あ
る
。
そ

の
後
、
前
身
の
有
限
会
社
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
を

経
て
１
９
９
５
年
、
日
本
テ
ク
ノ
株
式
会
社
は

正
式
に
発
足
す
る
。

　

現
主
力
商
品
で
あ
る
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ

Ｅ
Ｒ
（
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
）
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
」（
以

下
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
の
原
点
と
な
る
高
圧
電
気
設

備
24
時
間
監
視
装
置
「
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
」【
写

真
❹
】
を
開
発
し
、
販
売
開
始
し
た
の
が
翌
１

９
９
６
年
。
こ
の
商
材
を
用
い
な
が
ら
、
日
本

電
気
保
安
サ
ー
ビ
ス
協
会
（
現
「
日
本
テ
ク
ノ

協
力
会
・
日
電
協
」）
と
提
携
し
、
同
協
会
所

属
の
技
術
者
に
保
安
点
検
業
務
を
紹
介
す
る
か

た
ち
で
、
今
に
至
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
原
形

を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。

　

２
０
０
２
年
に
は
、
デ
マ
ン
ド
監
視
と
い
う

省
エ
ネ
支
援
の
機
能
を
追
加
し
た
「
Ｅ
Ｓ
シ
ス

テ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
を
発
売
。
こ
の
新
商
品
も
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
、
業
績
を
急
激
に
伸
ば
す
。

　

急
成
長
企
業
に
対
す
る
既
得
権
者
の
抵
抗
が

現
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
だ
っ
た
。
日
本
テ
ク
ノ

に
対
し
「
不
当
な
取
引
妨
害
を
す
る
企
業
」
な

ど
の
怪
文
書
が
出
回
る
。
そ
こ
に
は
、
電
気
の

保
安
管
理
業
界
が
、
こ
れ
ま
で
法
律
の
規
制
に

保
護
さ
れ
競
争
者
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
背
景

が
あ
る
。
そ
の
嫌
が
ら
せ
行
為
を
問
題
視
し
た

日
経
ビ
ジ
ネ
ス
誌
は
「
怪
文
書
で
守
る
既
得
権

益
の
砦
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
た
。

　

抵
抗
活
動
は
既
得
権
者
が
訴
え
を
起
こ
す
訴

訟
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
。
だ
が
裁
判
所
は
、

日
本
テ
ク
ノ
側
に
ま
っ
た
く
非
が
な
い
こ
と
を

認
め
、
決
着
が
つ
く
。

　

最
高
裁
の
上
告
棄
却
に
よ
り
日
本
テ
ク
ノ
の

全
面
勝
訴
が
決
定
し
た
の
は
２
０
０
５
年
。
こ

の
年
、
高
圧
需
要
家
へ
の
電
力
小
売
り
自
由
化

が
ス
タ
ー
ト
。
前
組
織
を
改
組
し
た
「
日
本
テ

ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
」
も
発
足
し
た
。

　

同
年
、
本
紙
「
環
境
市
場
新
聞
」
が
発
行
を

開
始
し
た
。

次
の
成
長
へ
の
土
台
づ
く
り

　

本
紙
発
刊
の
翌
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
の

５
年
間
は
、
次
の
成
長
に
向
か
う
た
め
の
基
盤

が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
時
期
だ
。

　

ま
ず
２
０
０
６
年
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
の

自
社
ビ
ル
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
し
た
。

現
在
で
も
例
の
少
な
い
ビ
ル
壁
面
へ
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
。
こ
れ
を
機
に
「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ

ー
ビ
ル
」
と
改
称
【
写
真
❶
】。
自
ら
発
電
設

備
を
備
え
た
翌
年
、
経
済
産
業
省
へ
の
特
定
規

模
電
気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
／
新
電
力
）
の
届
出

や
日
本
卸
電
力
取
引
所
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
）
へ
の
会

員
登
録
を
行
う
。
電
気
の
小
売
り
事
業
に
参
入

す
る
た
め
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
だ
。
同
年
に
は

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｔ
」
も
始
ま
っ
た
。

　

そ
し
て
２
０
０
８
年
、「
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
」
シ
リ

ー
ズ
の
第
１
号
を
発
売
【
写
真
❸
】。
２
０
０

９
年
に
は
東
京
電
力
管
内
で
電
力
小
売
り
事
業

を
ス
タ
ー
ト
す
る
。
今
に
つ
な
が
る
主
力
商
品

を
生
み
出
し
、
の
ち
に
発
電
所
建
設
に
ま
で
拡

大
す
る
電
力
小
売
り
に
乗
り
出
し
、
次
の
ス
テ

ー
ジ
へ
の
準
備
を
整
え
て
い
く
。

　

続
く
２
０
１
０
年
「
省
エ
ネ
の
達
人
『
企
業

編
』」
が
放
送
開
始
。
東
北
と
九
州
に
電
力
小

売
り
エ
リ
ア
を
拡
大
。
電
力
の
安
定
供
給
を
図

る
た
め
発
電
事
業
を
行
う
株
式
会
社
フ
ェ
ス
コ

パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
滋
賀
を
取
得
し
た
。 

20
年
の
軌
跡
の
そ
の
先
へ

　

基
盤
づ
く
り
の
時
代
が
明
け
た
２
０
１
１
年

に
は
新
本
社
に
移
転
し
、
全
事
業
本
部
機
能
を

集
約
し
た
。
こ
の
年
の
主
な
出
来
事
に
は
、「
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
の
開
発
・
販
売
開
始

【
写
真
❺
】
な
ど
が
あ
る
。

　

新
本
社
移
転
の
翌
年
に
は
11
万
㌔
㍗
級
の
発

電
所「
日
本
テ
ク
ノ
袖
ケ
浦
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」

【
写
真
❷
】
が
営
業
運
転
を
開
始
し
た
。
経
済

産
業
省
の
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
に
も
採
択

さ
れ
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
河
村
隆
一
さ
ん
【
写

真
❽
】 

が
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
就
任
し

た
年
で
も
あ
っ
た
。

　

新
た
な
発
電
施
設
は
次
の
２
０
１
３
年
に
も

完
成
す
る
。
１
０
０
％
出
資
子
会
社 

日
本
テ

ク
ノ
パ
ワ
ー
株
式
会
社
に
よ
る
「
い
ば
ら
き
太

陽
光
発
電
所
」【
写
真
❼
】
で
あ
る
。
日
本
経

済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）
へ
入
会
し
、
省
エ

ネ
設
備
改
善
を
担
当
す
る
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ

株
式
会
社
を
設
立
、
河
村
隆
一
さ
ん
作
詞
作
曲

に
よ
る
社
歌
「
届
け
よ
う
君
と
」
が
完
成
し
た

の
も
同
じ
年
だ
っ
た
。

　

電
力
を
支
え
る
事
業
を
間
断
な
く
展
開
し
続

け
た
２
０
１
４
年
。
保
安
管
理
と
省
エ
ネ
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
総
顧
客
数
は
約
４
万
９
０

０
０
件
に
達
し
、
電
力
小
売
り
事
業
は
全
国
９

エ
リ
ア
で
電
力
供
給
体
制
を
確
立
、
そ
の
顧
客

数
は
１
万
件
目
前
の
９
０
０
０
件
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
設
立
20
周
年
の
今
年
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
電
力
へ
全
力
を
傾
け
、
軌
跡
を
糧
に
し
な

が
ら
、
よ
り
大
き
な
未
来
へ
進
ん
で
行
く
。

　本紙を発行する日本テクノの設立は１９９５年４月。今年で２０年、「電力を支える」社会的使命に全力を
傾けてきた。創業時の省エネ関連事業、規制の壁を乗り越えた電気保安管理サービス、いち早く「見える
化」を取り入れた省エネ商材、発電所を建設し確実な安定供給を図る電力小売り事業……いずれも「電力
を支える道」から逸れてはいない。節目の年の特別企画として、その２０年のあゆみを振り返っていく。

周年記念
特別企画

2005 年夏季に発行した「環
境市場新聞」第１号。当初は全
４面の構成で、第２号で全６面
に、現在の８面構成になったの
は、第３号から。第１号には馬
本社長の寄稿文や電力市場の
動向、京都議定書関連の記事な
どを掲載していた。

環
境
市
場
新
聞
は
創
刊
10
周
年

　

本
紙
「
環
境
市
場
新
聞
」
は

日
本
テ
ク
ノ
設
立
10
周
年
に
当

た
る
２
０
０
５
年
の
７
月
に
創

刊
し
た
。
以
来
、
年
４
回
の
季

刊
発
行
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く

継
続
し
、
母
体
設
立
20
周
年
の

今
年
、創
刊
10
周
年
を
迎
え
た
。

　

創
刊
の
２
０
０
５
年
は
、
高

圧
受
電
の
需
要
家
を
対
象
に
電

力
の
小
売
り
自
由
化
が
ス
タ
ー

ト
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の

国
際
的
な
約
束
で
あ
る
京
都
議

定
書
が
発
効
し
た
年
。
日
本
テ

ク
ノ
で
は
、
既
得
権
者
と
の
訴

訟
問
題
に
決
着
が
つ
き
、
大
き

な
成
長
へ
の
土
台
づ
く
り
に
着

手
し
て
い
っ
た
時
期
だ
。

　

だ
が
そ
の
後
の
社
会
情
勢

は
、
世
界
的
な
金
融
不
安
、
東

日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
に
伴

う
電
力
不
足
な
ど
、
大
き
な
衝

撃
を
何
度
も
迎
え
た
。
そ
ん
な

逆
風
の
中
で
も
、
右
の
記
事
に

あ
る
よ
う
に
日
本
テ
ク
ノ
は
電

力
を
支
え
る
事
業
に
傾
注
し
続

け
た
。
そ
し
て
、
同
社
の
姿
勢

に
従
う
よ
う
に
本
紙
は
自
ら
定

め
た
季
刊
発
行
の
ペ
ー
ス
を
崩

す
こ
と
な
く
情
報
を
伝
え
続
け

て
き
た
。
ひ
と
え
に
ユ
ー
ザ
ー

お
よ
び
読
者
か
ら
の
温
か
い
感

謝
の
声
が
あ
っ
た
お
陰
だ
。

❶太陽光パネルを設置した相
模原のソーラーパワービル❷
天然ガスエンジン発電所「日
本テクノ袖ケ浦グリーンパワ
ー」❸初代 ERIA モニター❹
24時間監視装置「ESシステ
ム」❺ 2011年に発売を開始
したSMART CLOCK❻「日本
テクノ上越グリーンパワー」建
設決定で握手をかわす馬本社
長（左から泉田新潟県知事、馬
本社長、村山上越市長）❼いば
らき太陽光発電所❽イメージ
キャラクター・河村隆一さん。

電力を支え続ける
企業の軌跡

❶

❽❼

❻
❺

❹❸

❷

１
９
８
９

エ
イ
ワ
ン
シ
ス
テ
ム
（
個
人
事
業
）
創
業

１
９
９
３

有
限
会
社
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
設
立

１
９
９
５

日
本
テ
ク
ノ
株
式
会
社
設
立

１
９
９
６

高
圧
電
気
設
備
24
時
間
監
視
装
置
「
Ｅ
Ｓ
シ
ス

テ
ム
」
を
開
発
・
販
売
開
始
【
写
真
❹
】

１
９
９
７

テ
ク
ノ
電
気
設
備
保
証
サ
ー
ビ
ス
開
始

２
０
０
０

特
別
高
圧
（
２
０
０
０
㌔
㍗
以
上
）
需
要
家
へ

の
電
力
小
売
り
自
由
化

２
０
０
２

高
圧
需
要
家
が
デ
マ
ン
ド
制
に
移
行

高
圧
電
気
設
備
24
時
間
監
視
装
置
付
き
デ
マ
ン

ド
監
視
装
置
「
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム 

Ｄ
Ｎ
Ａ
」
開
発・

販
売
開
始　

 

２
０
０
３

日
経
ビ
ジ
ネ
ス
「
怪
文
書
で
守
る
既
得
権
益
の

砦
」
を
掲
載

２
０
０
４

「
電
気
保
安
外
部
委
託
承
認
制
度
」
開
始

日
本
テ
ク
ノ
事
件　

東
京
地
裁
に
て
全
面
勝
訴

電
気
保
安
法
人
と
し
て
電
気
保
安
管
理
業
務
に

民
間
参
入

２
０
０
５

日
本
テ
ク
ノ
事
件　

東
京
高
裁
に
て
全
面
勝
訴

高
圧
需
要
家
へ
の
電
力
小
売
り
自
由
化

「
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
」
所
属
の
電

気
主
任
技
術
者
と
業
務
提
携

広
報
紙
「
環
境
市
場
新
聞
」
の
発
行

２
０
０
６

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得

自
社
ビ
ル（
相
模
原
）に
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入

し「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
ビ
ル
」と
改
称【
写
真
❶
】

２
０
０
７

特
定
規
模
電
気
事
業
者（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
／
新
電
力
）の

事
業
開
始
届
出

電
力
自
動
検
針
シ
ス
テ
ム
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｔ
」
開
発
・
販
売
開
始

日
本
卸
電
力
取
引
所（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
）へ
会
員
登
録

２
０
０
８

環
境
指
向
型
多
機
能
モ
ニ
タ
ー
付
き
デ
マ
ン
ド

警
報
器
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
」

開
発
・
販
売
開
始
【
写
真
❸
】

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
で
電
力
卸
売
取
引
を
開
始

２
０
０
９

電
力
小
売
り
事
業
開
始
（
東
京
電
力
管
内
）

「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ

ー
）」
の
商
標
登
録
取
得

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
ビ

ル 

６
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
を
認
証

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
「
経
済
ワ
イ
ド
ビ
ジ
ョ
ンｅ
」
出
演

２
０
１
０

「
省
エ
ネ
の
達
人
『
企
業
編
』」
放
送
開
始

電
力
小
売
り
エ
リ
ア
を
拡
大
（
東
北
・
九
州
） 
  

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ス
コ
の
発
電
子
会
社
・

株
式
会
社
フ
ェ
ス
コ
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
滋
賀

を
取
得 

２
０
１
１

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
ス
コ
の
第
三
者
割
当

増
資
を
引
き
受
け
同
社
筆
頭
株
主
と
な
る

東
日
本
大
震
災
義
援
金
活
動
お
よ
び
復
興
支
援

を
開
始

「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
を
開
発
・
販
売
開

始
（
特
許
取
得
）【
写
真
❺
】

新
本
社
移
転
、
全
事
業
本
部
機
能
を
集
約
（
新

宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル 

51
階
） 

日
経
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」
出
演

自
社
発
電
所
「
日
本
テ
ク
ノ
袖
ケ
浦
グ
リ
ー
ン

パ
ワ
ー
」
建
設
を
発
表

２
０
１
２

経
済
産
業
省
の
「
平
成
23
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
」
で
Ｂ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
に
採
択
さ
れ
る 

「
上
手
な
電
気
の
使
い
方
」
機
能 

特
許
取
得 

11
万
㌔
㍗
級
天
然
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
所
「
日

本
テ
ク
ノ
袖
ケ
浦
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
営
業
運

転
開
始
【
写
真
❷
】

河
村
隆
一
さ
ん
【
写
真
❽
】 

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
就
任

２
０
１
３

１
０
０
％
出
資
子
会
社
日
本
テ
ク
ノ
パ
ワ
ー
株

式
会
社
に
よ
る
「
い
ば
ら
き
太
陽
光
発
電
所（
２

メ
ガ
㍗
）」
完
成
【
写
真
❼
】

日
本
経
済
団
体
連
合
会 

入
会

１
０
０
％
出
資
子
会
社
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
株

式
会
社
を
設
立

２
カ
所
目
の
11
万
㌔
㍗
級
天
然
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

発
電
所
「
日
本
テ
ク
ノ
上
越
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」

建
設
を
決
定
【
写
真
❻
】

河
村
隆
一
さ
ん
作
詞
作
曲
に
よ
る
日
本
テ
ク
ノ

社
歌
「
届
け
よ
う
君
と
」
完
成

２
０
１
４

電
力
小
売
り
全
面
自
由
化
を
柱
と
し
た
改
正
電

気
事
業
法
が
成
立 

北
陸
・
四
国
を
加
え
た
全
国
９
エ
リ
ア
で
の
電

力
供
給
体
制
確
立

２
０
１
５

設
立
20
周
年

http://www.eco-tenant.jp/
http://econews.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
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日本テクノ 営業拠点一覧

本
社
営
業
部

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１ - 

25 -

１

札
幌
営
業
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
２ -

５

苫
小
牧
営
業
所

北
海
道
苫
小
牧
市
王
子
町
３ -

２ - 

23

盛
岡
営
業
所

岩
手
県
盛
岡
市
盛
岡
駅
西
通
２ -

９ -

１

仙
台
営
業
所

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１ - 

６ -

35

郡
山
営
業
所

福
島
県
郡
山
市
駅
前
２ - 

10 - 

15

新
潟
営
業
所

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
弁
天
３ -

２ -

３

宇
都
宮
営
業
所

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２ -

４ -

３

小
山
営
業
所

栃
木
県
小
山
市
駅
東
通
り
１ -

６ -

９

高
崎
営
業
所

群
馬
県
高
崎
市
八
島
町
２
７
４

水
戸
営
業
所

茨
城
県
水
戸
市
城
南
１ -

４ -

７

つ
く
ば
営
業
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
竹
園
１ -

６ -

１

熊
谷
営
業
所

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
２ - 

15

さ
い
た
ま
営
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１ -

９ -

４

西
埼
玉
営
業
所

埼
玉
県
入
間
市
豊
岡
１ -

３ - 

18

柏

営

業

所

千
葉
県
柏
市
柏
４ -

８ - 

14

千
葉
営
業
所

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
田
町
１ -

１

立
川
営
業
所

東
京
都
立
川
市
曙
町
２ - 

35 -

２

横
浜
営
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
３ - 

19 - 

11

相
模
原
営
業
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
鹿
沼
台
２ - 

17 - 

18

横
須
賀
営
業
所

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
14 -

１

藤
沢
営
業
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
藤
沢
４
８
４ -

１

長
野
営
業
所

長
野
県
長
野
市
栗
田
１
０
０
０ -

１

松
本
営
業
所

長
野
県
松
本
市
深
志
２ -

５ -

２

甲
府
営
業
所

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
２ - 

29 -

４

沼
津
営
業
所

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
３ -

８ - 

23

静
岡
営
業
所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
紺
屋
町
17 -

１

浜
松
営
業
所

静
岡
県
浜
松
市
中
区
板
屋
町
１
１
１ -

２

岡
崎
営
業
所

愛
知
県
岡
崎
市
唐
沢
町
11 -

５

名
古
屋
営
業
所

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
葵
３ - 

15 - 

31

金
沢
営
業
所

石
川
県
金
沢
市
本
町
２ - 

15 -

１

岐
阜
営
業
所

岐
阜
県
岐
阜
市
橋
本
町
２ -

８

滋
賀
営
業
所

滋
賀
県
彦
根
市
佐
和
町
11 - 

30

三
重
営
業
所

三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森
１ -

３ - 

20

京
都
営
業
所

京
都
府
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
御
池
下
ル
虎
屋
町
５
６
６ -

１

大
阪
営
業
所

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
４ - 

14 -

３

堺

営

業

所

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
花
田
口
町
２ -

３ - 

20 

神
戸
営
業
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
８ -

３ -

５

姫
路
営
業
所

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
１
０
０

島
根
営
業
所

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
３ -

６

岡
山
営
業
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
２ -

１ - 

18

広
島
営
業
所

広
島
県
広
島
市
東
区
若
草
町
12 -

１

山
口
営
業
所

山
口
県
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２ -

７

高
松
営
業
所

香
川
県
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２ -

１

松
山
営
業
所

愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
３ -

３ -

３

北
九
州
営
業
所

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅
野
２ - 

14 -

１

福
岡
営
業
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
１ -

２ -

５

大
分
営
業
所

大
分
県
大
分
市
末
広
町
１ -

１ - 

18

長
崎
営
業
所

長
崎
県
長
崎
市
桜
町
５ -

３

熊
本
営
業
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２ -

１ - 

24

鹿
児
島
営
業
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
18 -

１

沖
縄
営
業
所

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス

沖
縄
県
沖
縄
市
上
地
１ -

１ -

１

０
１
２
０
ー

３
０
８
ー

５
１
２
受
付 

９
時
30
分
〜
17
時
00
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

Techno View日 本 テ クノ 社 内 情 報

8
面
「
環
境
問
題
常
識
テ
ス
ト
」
の
答
え 

◎ 

Ｑ
１
：
d 

／ 

Ｑ
２
：
b 

／ 

Ｑ
３
：
b 

／ 

Ｑ
４
：
a 

東京、横浜へ２出展

食
糧
新
聞
社
、
場
所
は
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
。続
く
６
月
８
日（
月
）・

９
日
（
火
）
の
２
日
間
開
か
れ
る

の
は
「
フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ェ
ア
２
０
１
５
」。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
行
わ
れ
る
葬
祭
サ
ー
ビ
ス

の
総
合
展
示
会
で
、
主
催
は
綜
合

ユ
ニ
コ
ム 

株
式
会
社
ほ
か
、
場

所
は
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
。

　

い
ず
れ
の
会
場
で
も
元
気
あ
ふ

れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
、
電
気
の
「
見

え
る
化
」
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と

し
た
日
本
テ
ク
ノ
の
す
べ
て
の
サ

ー
ビ
ス
を
ユ
ー
ザ
ー
の
身
に
な
っ

て
紹
介
し
て
く
れ
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
２
０
１
５

年
４
月
と
６
月
、
２
つ
の
展
示
会

へ
出
展
を
計
画
し
て
い
る
。

　

４
月
15
日
（
水
）
〜
17
日
（
金
）

の
開
催
予
定
は
「
フ
ァ
ベ
ッ
ク
ス

２
０
１
５
」。
業
務
用
食
品
・
食

材
機
器
な
ど
を
扱
う
国
内
最
大
級

の
総
合
見
本
市
だ
。
主
催
は
日
本

展
示
会

新卒者採用情報 Come on NewFace

技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ日本テクノ協力会・日電協 立川01グループ ◎ 三浦弘幸さん

日程：4月15日（水）～17日（金）
会場：東京ビッグサイト
主催：日本食糧新聞社

ファベックス2015

日程：6月8日（月）～9日（火）
会場：パシフィコ横浜
主催：綜合ユニコム株式会社、月刊フューネラルビジネス

フューネラルビジネスフェア2015

統括部長の露木広治さん（左）と三浦弘幸さん。

すぐ近くに鉄塔、工場の上には送電線が走る。

が
起
き
た
と
き
の
業
務
へ
の
影

響
や
、
周
囲
へ
波
及
し
た
と
き

の
リ
ス
ク
な
ど
を
ご
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
に
伝
え
、
安
全
に

向
け
て
最
良
な
改
修
計
画
を
模

索
し
ま
す
」。
こ
れ
は
電
気
設

備
に
理
解
の
あ
る
事
業
場
ば
か

り
で
は
な
い
だ
け
に
、
と
き
に

は
困
難
を
伴
う
仕
事
だ
。

　

そ
ん
な
三
浦
さ
ん
の
姿
勢
に

信
頼
を
寄
せ
る
の
は
、
東
京
都

三
鷹
市
に
あ
る
株
式
会
社 

特

殊
鍍
金
化
工
所
。
同
社
は
機
能

性
め
っ
き
に
特
化
し
た
事
業
展

開
を
し
て
お
り
、
そ
の
実
績
は

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

事
業
の
特
性
上
、
多
大
な
電

力
を
使
用
し
、
化
学
薬
品
で
設

備
が
腐
食
す
る
こ
と
も
あ
る
。

電
気
管
理
技
術
者
の
三
浦
さ
ん

が
担
う
役
割
は
大
き
い
が
、
技

術
部
門 

統
括
部
長
・
露
木
広

治
さ
ん
の
信
頼
は
厚
い
。「
毎

回
の
点
検
報
告
で
は
説
明
が
非

常
に
わ
か
り
や
す
く
、
専
門
知

識
の
な
い
私
た
ち
に
も
理
解
で

き
ま
す
。
ま
た
台
風
で
停
電
し

た
と
き
、
通
報
を
受
け
す
ぐ
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
、
的
確
な
処

置
で
業
務
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
食
い
止
め
て
く
れ
ま
し
た
。

電
気
の
こ
と
は
三
浦
さ
ん
に
す

べ
て
お
任
せ
し
て
い
ま
す
」。

　

電
気
の
安
全
と
安
定
し
た
使

用
の
堅
守
│
│
そ
れ
が
三
浦
さ

ん
の
使
命
で
あ
り
信
念
だ
。

け
な
い
状
況
だ
っ
た
。
そ
こ
で

技
術
者
の
三
橋
さ
ん
が
現
場
へ

急
行
。
落
雷
に
よ
る
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
の
大
破
を
確
認
し
た
。

　
「
日
曜
で
従
業
員
が
い
な
か

っ
た
こ
と
、
工
場
内
の
機
械
が

無
事
だ
っ
た
こ
と
が
不
幸
中
の

幸
い
で
し
た
」
と
大
塚
さ
ん
は

胸
を
な
で
下
ろ
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
テ
ク
ノ
の
保

証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
復
旧
の

た
め
の
高
圧
工
事
費
用
は
ほ
と

ん
ど
負
担
せ
ず
に
済
ん
だ
。
金

銭
的
な
損
失
が
ほ
ぼ
な
か
っ
た

こ
と
が
事
故
の
シ
ョ
ッ
ク
を
軽

減
し
て
く
れ
た
。

　

大
塚
さ
ん
は
「
あ
り
得
な
い

事
故
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害

は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
。
日

本
テ
ク
ノ
さ
ん
の
保
安
点
検
、

24
時
間
監
視
、
保
証
サ
ー
ビ
ス

の
お
陰
で
す
。
そ
れ
に
電
気
の

〝
見
え
る
化
〞
で
、
従
業
員
の

省
エ
ネ
活
動
も
大
き
な
効
果
が

出
て
い
る
ん
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
た
。

　

今
回
た
ず
ね
た
の
は
立
川
01

グ
ル
ー
プ
所
属
の
三
浦
弘
幸
さ

ん
。
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
の
会
員
と
し
て
は
異
色
の

経
歴
を
持
つ
。
20
代
か
ら
30
代

前
半
は
電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
の

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
30
代

後
半
か
ら
40
代
は
社
長
室
で
企

画
を
担
当
、
そ
の
後
は
グ
ル
ー

プ
会
社
の
代
表
に
。
さ
ら
に
50

代
で
転
職
し
、
主
に
経
営
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
な
ど
を
歴

任
。
60
歳
で
取
得
し
た
電
験
３

種
の
資
格
を
生
か
し
、
２
０
０

８
年
10
月
に
入
会
し
た
。

　

電
気
設
備
の
安
全
な
運
用
に

欠
か
せ
な
い
の
は
、
事
故
に
つ

な
が
る
危
険
因
子
を
徹
底
的
に

排
除
す
る
こ
と
。
三
浦
さ
ん
も

電
気
の
プ
ロ
と
し
て
こ
こ
だ
け

は
譲
れ
な
い
。「
日
頃
か
ら
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
い
か
に
大
切

か
を
お
客
様
に
徹
底
し
て
伝
え

ま
す
。
修
繕
箇
所
に
よ
っ
て
は

費
用
が
高
額
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
事
故

　
「
あ
の
日
は
、
ほ
と
ん
ど
雨

も
な
く
、
雷
も
激
し
く
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
４
回
ほ
ど
大
き

な
音
は
し
ま
し
た
ね
。
そ
れ
が

ま
さ
か
…
…
」
と
株
式
会
社 

サ
イ
セ
ー
の
代
表
取
締
役
・
大

塚
仁
志
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

２
０
１
４
年
７
月
27
日
、
同

社
か
ら
約
８
０
０
㍍
離
れ
た

畑
に
落
雷
が
あ
っ
た
。
そ
の

枝
分
か
れ
の
一
部
が
電
線
を
通

り
、
工
場
の
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
ま

で
誘
導
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て

い
る
。
す
ぐ
後
ろ
に
鉄
塔
が
あ

り
、
工
場
の
上
を
送
電
線
が
走

る
場
所
。
通
常
な
ら
落
雷
は
考

え
ら
れ
な
い
。「
約
50
年
電
気

の
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
こ
の

場
所
で
落
雷
が
起
き
た
の
は
初

め
て
」
と
担
当
技
術
者
で
あ
る

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協

の
三
橋
孝
男
さ
ん
も
驚
く
。
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
内
部
は
ほ
と
ん
ど

焼
け
た
だ
れ
、外
側
に
あ
る「
高

圧
危
険
」
の
銘
板
ま
で
真
っ
黒

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
の
日
は
日
曜
日
。
停
電
の

信
号
を
受
け
た
日
本
テ
ク
ノ
の

監
視
セ
ン
タ
ー
が
大
塚
さ
ん
に

連
絡
を
と
る
が
、
す
ぐ
に
は
動

電気のプロとして譲れないこと──

危険因子の徹底した排除

キュービクルが大破した落雷事故でも

復旧の費用負担はほぼゼロ

拠 点 情 報

千葉工業大学 卒業
２０１３年４月 入社

●入社動機
設備点検の道に進むこと
を決め、就職活動をして
いました。最終的にはビ
ルの管理会社との選択に
なり、悩んだ結果、資格
が取得できるこの会社を
選びました。定年後に日
本テクノ協力会・日電協
へ入会することで長く働
ける点も魅力でした。
●入社してみて
保安部では初めての新卒
採用で私を含む2名が入
社しました。最初2週間
は営業職と同じ研修を受
け、その後3カ月みっち
り技術研修を受けました。
検査器の操作方法なども
含め安全に確実に実施で
きるよう何度も訓練しまし
たね。このときの研修経
験が今も生きています。

　

今
回
は
技
術
職
で
新
卒
入
社
し
た
佐
藤

和
広
の
一
日
。
年
次
点
検
の
応
援
部
隊
と

し
て
働
い
た
日
と
社
内
業
務
で
過
ご
し
た

日
の
そ
れ
ぞ
れ
を
紹
介
し
て
い
く
。
見
る

も
の
聞
く
も
の
す
べ
て
を
吸
収
し
よ
う
と

い
う
姿
勢
を
崩
さ
な
い
熱
血
漢
だ
。

保安本部 保安部
東日本担当第三課第一係 勤務

集
合
。
総
勢
４
名
で
必
要
機
材
を
車

に
積
み
込
む
。
30
分
後
に
出
発
。

現
場
到
着
。
９
階
屋
上
の
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
ま
で
機
材
搬
入
。
自
ら
重
た
い

機
材
の
運
び
役
を
買
っ
て
出
る
。

点
検
作
業
開
始
。
予
定
は
２
時
間
。

停
電
を
伴
う
の
で
遅
延
は
で
き
な

い
。
先
輩
の
指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら
確

実
に
安
全
に
作
業
を
こ
な
す
。

１
階
点
検
開
始
。
停
電
の
た
め
階
段

で
１
階
へ
。
配
電
設
備
の
試
験
な
ど

を
行
い
、再
び
階
段
で
９
階
へ
。「
移

動
は
迅
速
に
、
点
検
は
確
実
に
」
と

つ
ぶ
や
く
。

順
次
復
電
開
始
。

年
次
点
検
終
了
。
復
電
後
の
す
べ
て

の
確
認
も
済
ま
せ
て
帰
社
。
ま
た
一

つ
、
実
務
経
験
を
積
み
重
ね
た
。

TimeLine

8:00

7:00

9:00

10:00

10:55

11:10

出
社
。
今
日
の
予
定
を
確
認
。

安
全
用
具
の
点
検
。
３
カ
月
に
１
回

行
う
が
問
題
な
く
終
了
。
先
輩
方
の

普
段
の
手
入
れ
の
よ
さ
を
実
感
。

点
検
の
同
行
を
依
頼
。
事
務
作
業
の

合
間
に
、
先
輩
た
ち
の
予
定
を
確
認

し
な
が
ら
幾
人
も
に
声
を
か
け
る
。

技
術
者
向
け
に
開
催
さ
れ
る
セ
ミ
ナ

ー
会
場
の
準
備
。

技
術
セ
ミ
ナ
ー
開
始
。
事
故
事
例
の

紹
介
や
安
全
作
業
基
準
に
つ
い
て
。

服
装
チ
ェ
ッ
ク
で
は
自
分
が
モ
デ
ル

に
な
り
指
摘
を
受
け
る
。16
時
終
了
。

機
材
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
翌
日
の
準
備
。

自
ら
先
輩
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
つ
つ
進
め
る
。
18
時
退
社
。

（
社
内
業
務
は
ま
れ
。
今
は
先
輩
に

つ
き
、
多
く
の
現
場
で
学
ぶ
日
々
）

TimeLine

8:50

9:30

10:00

13:00

13:30

16:30

１
２
年
に
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
で

始
動
し
た
「
日
本
テ
ク
ノ
袖
ケ

浦
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
に
続
く

２
例
目
。
袖
ケ
浦
は
国
内
初
の

大
型
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
所
と

し
て
注
目
さ
れ
、
今
も
重
要
な

電
力
供
給
源
だ
。
使
用
す
る
エ

ン
ジ
ン
の
型
式
も
袖
ケ
浦
と
同

じ
「
カ
ワ
サ
キ
グ
リ
ー
ン
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
」（
Ｋ
Ｇ
18
Ｖ
型
）。

49
・
５
％
の
高
い
発
電
効
率
、

10
分
で
最
大
負
荷
に
到
達
で
き

る
機
動
性
、
窒
素
酸
化
物
（
Ｎ

Ｏ
ｘ
）
の
排
出
量
２
０
０ｐ
ｐ

ｍ
以
下
と
い
う
優
れ
た
環
境
性

な
ど
が
特
徴
で
あ
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
は
２
０
０
９
年

６
月
の
東
京
電
力
管
内
で
の 

接
続
供
給
を
皮
切
り
に
、
現
在

全
国
９
エ
リ
ア
で
約
１
万
件
の

需
要
家
に
対
し
電
力
供
給
を
行

っ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
か
ら

始
ま
る
電
力
小
売
り
全
面
自
由

化
も
見
据
え
、
同
じ
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
に
よ
る
電
源
の
増
強
を
図

り
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
供
給
体
制

を
堅
固
で
安
定
し
た
も
の
に
し

て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　

日
本
テ
ク
ノ
の
自
社
発
電
所

「
日
本
テ
ク
ノ
上
越
グ
リ
ー
ン

パ
ワ
ー
」
の
建
設
が
最
終
段
階

を
迎
え
、
営
業
運
転
開
始
が
間

近
に
迫
っ
て
い
る
。

　

発
電
所
の
建
設
は
前
回
と

同
じ
川
崎
重
工
業 

株
式
会
社
。

現
在
は
14
基
あ
る
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
の
据
え
付
け
や
建
屋
の
造
設

は
ほ
ぼ
完
了
し
、
各
種
の
調
整

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
建
設
工
程
は
お
お
む

ね
順
調
で
あ
り
、
着
々
と
始
動

に
向
け
た
準
備
が
整
う
。

　

発
電
所
の
動
力
は
天
然
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
。
こ
の
方
式
は
２
０

採用係問い合わせ先

日本テクノ株式会社
管理部 採用窓口

0120-308-412
（受付時間 平日９:30～17:00）

k.saiyou@n-techno.co.jp

２０１５年４月合同企業説明会日程
4日（土） 夢メッセみやぎ
11日（土） インテックス大阪
22日（水） 京都産業会館
25日（土） 神戸サンボーホール
29日（水） マリンメッセ福岡

エ
ン
ト
リ
ー
受
付
中

http://n-techno.co.jp/fresh/
新卒採用特設サイトで情報発信

　

２
０
１
５
年
１
月
、
日
本

テ
ク
ノ
は
新
卒
採
用
特
設
サ

イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
会

社
情
報
や
各
種
制
度
の
紹

介
、
先
輩
社
員
の
活
躍
ぶ
り

な
ど
を
ま
と
め
て
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
サ
イ
ト
だ
。
マ
イ
ナ

ビ
や
リ
ク
ナ
ビ
か
ら
エ
ン
ト

リ
ー
す
れ
ば
、
特
設
サ
イ
ト

の
マ
イ
ペ
ー
ジ
で
新
卒
入
社

の
社
員
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
が
閲
覧
で
き
る
。

　

ま
た
、
合
同
企
業
説
明
会

も
全
国
で
順
次
開
催
し
て
お

り
、
４
月
に
は
５
回
（
下
記

表
）
を
予
定
。
特
設
サ
イ
ト

に
は
そ
う
し
た
情
報
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

佐藤和広

▼ 

年
次
点
検
応
援
（
日
曜
日
）

▼ 

社
内
業
務
（
平
日
）

保安管理緊急対応事例埼玉県所沢市 ◎ 株式会社 サイセー 保安管理緊急対応事例

代表取締役の大塚仁志さん。

建設中の「日本テクノ上越グリーンパワー」外観。建屋はほぼ完成
している（上）。ガスエンジンの調整作業が進む内部（下）。

順調、発電所建設

● 新卒入社社員の１日 ●

http://recruit.n-techno.co.jp/
http://www.nt-e.jp/
http://cubicle-hoan.jp/
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html


（ 5 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１５年 （平成２７年） 春季　第 40号　【季刊】

東京・足立 ◎ テナントビル 茨城県常総市 ◎ 奥本建設工業 株式会社　茨城工場

　

茨
城
県
常
総
市
に
あ
る
奥
本

建
設
工
業 
株
式
会
社
の
茨
城

工
場
は
、ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、

学
校
な
ど
鉄
骨
建
造
物
の
設

計
・
加
工
を
行
う
事
業
場
。
同

社
は
こ
れ
ま
で
電
気
の
見
え
る

化
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ

Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
や
太

陽
光
発
電
を
導
入
す
る
な
ど
積

極
的
な
省
エ
ネ
活
動
を
進
め
て

き
た
。
そ
し
て
２
０
１
５
年
１

月
、
消
費
電
力
の
大
き
い
工
場

内
の
水
銀
灯
を
、
日
本
テ
ク
ノ

エ
ン
ジ
が
提
案
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
に
切
り
替
え
た
。

　
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
数
年
前
か
ら

検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
導
入

費
用
が
高
く
、
な
か
な
か
決
断

で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
と
き

日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
さ
ん
の
提

案
が
あ
り
、
費
用
も
内
容
も
納

得
の
い
く
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
知
っ
て
、採
用
し
た
ん
で
す
」

と
代
表
取
締
役
専
務
の
奥
本
洋

行
さ
ん
は
話
す
。
工
場
は
６
０

０
０
平
方
㍍
。
水
銀
灯
は
デ
マ

ン
ド
値
を
押
し
上
げ
る
要
因
で

長
年
の
課
題
だ
っ
た
の
だ
。

　

今
回
導
入
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
株

式
会
社 

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ジ
ャ

天井に水銀灯代替用 LEDを設置した茨城工場。

代表取締役専務の奥本洋行さん。

水銀灯の代替もLEDの時代
使用電力料金だけで年間約300万円の削減、加えて基本料金も

エコテナントユーザーレポートエコテナントユーザーレポート 省エネ設備導入事例省エネ設備導入事例

report─ on the Eco Spot

た
。
そ
れ
は
、
原
材
料
の
調
達
か
ら
消
費
者

に
よ
る
製
品
の
使
用
・
廃
棄
と
い
っ
た
、
間

接
的
に
影
響
の
あ
る
場
面
ま
で
含
め
た
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
が
及
ぼ
す
膨
大
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
削
減
を
、
重
要
課
題
と
し
て

捉
え
直
し
た
か
ら
だ
っ
た
。

　
　

 　
　
　

　
　
　
　
　

　

こ
れ
に
基
づ
い
て
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
は
、
省
エ

ネ
か
つ
低
コ
ス
ト
で
快
適
な
住
ま
い
を
実
現

す
る
た
め
、
躯
体
や
開
口
部
の
高
断
熱
化
を

る
。
そ
し
て
、
断
熱
性
能
が
低
く
旧
来
型
の

設
備
が
使
わ
れ
る
住
宅
が
ま
だ
多
く
存
在
し

て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
以

降
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
も
の
が
社
会
的
な
関

心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
社
会
背
景
の
変
化
に
伴
い
Ｌ
Ｉ
Ｘ

Ｉ
Ｌ
の
環
境
活
動
も
転
換
点
を
迎
え
た
。

　

事
業
活
動
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削

減
と
い
う
観
点
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
も

の
を
削
減
す
る
こ
と
に
考
え
方
を
転
換
し

　
「
良
い
住
ま
い
、
良
い
暮
ら
し
に
つ
な
が

る
絆
を
、
世
界
に
広
げ
る
」
と
い
う
使
命
を

抱
き
、
家
一
棟
分
の
環
境
配
慮
型
商
材
を
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る
株
式
会
社 

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

（
リ
ク
シ
ル
）。
窓
や
外
壁
な
ど
の
外
ま
わ
り

の
部
材
を
は
じ
め
、
居
室
で
は
断
熱
効
果
を

高
め
、
温
度
差
が
少
な
く
、
か
ら
だ
に
も
優

し
い
室
内
環
境
を
提
供
す
る
。
ト
イ
レ
・
バ

ス
ル
ー
ム
、
キ
ッ
チ
ン
な
ど
の
水
ま
わ
り
で

は
、
水
勢
や
構
造
を
最
適
化
す
る
こ
と
で
節

水
に
つ
な
げ
る
と
い
っ
た
、
省
エ
ネ
リ
フ
ォ

ー
ム
を
提
案
し
て
お
り
、
事
業
活
動
の
場
は

日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
ま
や
世
界
へ
と
広

が
っ
て
い
る
。

　
　

 　
　
　

　
　
　
　
　

　

国
内
の
住
宅
を
は
じ
め
と
し
た
民
生
部
門

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
増
え
続
け
て
い

世界に広がる「住まい」の環境配慮

環境活動を推進する企業の物語

第10話　株式会社LIXIL

この千代田区の記事全文は、
ウェブサイト「ニッポン環境都
市探訪」でも閲覧が可能。そ
のほか紙面では紹介しきれな
かった写真やトピックも掲載。
千代田区以外の全国の環境都
市情報も多数紹介している。

http://econews.jp/city/

東
京
都
千
代
田
区

目指すは「経済と環境が調和したまち」

　

首
都
・
東
京
の
中
心
に
あ
り
、

立
法
、
行
政
、
司
法
の
主
要
機
関

が
集
ま
る
東
京
都
千
代
田
区
。
区

の
中
央
に
位
置
す
る
緑
豊
か
な
皇

居
、
世
界
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
東

京
駅
近
辺
、
各
国
か
ら
観
光
客
が

訪
れ
る
秋
葉
原
な
ど
多
様
な
景
観

を
持
つ
。
夜
は
約
４
万
７
０
０
０

人
、
昼
間
は

約
17
倍
の
82

万
人
に
ま
で

達
す
る
人
口

構
造
。
区
内

の
通
過
人
口

は
約
３
０
０

万
人
だ
。

　

区
で
は
２
０
０
７
年
に
「
千
代

田
区
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
」
を

制
定
し
た
。
こ
の
条
例
で
は
１
９

９
０
年
比
で
２
０
２
０
年
ま
で
に

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
25
％
削
減
す
る

中
期
対
策
目
標
を
掲
げ
、
活
動
を

進
め
て
き
た
。
そ
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
２
０
０
９
年
１
月
に
は

の
準
備
も
進
め
る
。こ
こ
で
は「
モ

デ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
」
を
募
集
し
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
区
が
設
置
す
る

専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ

ー
面
を
中
心
と
し
た
方
策
を
検
討

し
て
い
く
。
古
い
マ
ン
シ
ョ
ン
は

特
に
対
策
の
余
地
が
あ
り
、
大
幅

な
省
エ
ネ
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

千
代
田
区
が
積
極
的
に
活
動
を

進
め
る
背
景
の
一
つ
に
は
、
地
域

内
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
が
難
し

く
、
地
方
へ
依
存
し
て
い
る
現
状

が
あ
る
。〝
つ
く
れ
な
い
な
ら
、

徹
底
的
な
効
率
化
、
省
エ
ネ
化
を

追
求
し
た
い
〞
そ
の
思
い
が
、
千

代
田
区
の
原
動
力
に
な
っ
て
い

る
。

　

千
代
田
区
が
掲
げ
る
将
来
像

は
、「
経
済
と
環
境
が
調
和
し
た

ま
ち
」。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
を
進
め
て
い

き
、
区
内
で
も
導
入
可
能
な
地
中

熱
な
ど
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
と
い
っ
た
手
法
を
加
え
、
究

極
的
に
は
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
ゼ
ロ
の

ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
く
。

国
か
ら
、東
京
都
で
初
と
な
る「
環

境
モ
デ
ル
都
市
」に
選
定
さ
れ
る
。

　

２
０
１
４
年
に
策
定
し
た
「
千

代
田
区
環
境
モ
デ
ル
都
市
第
２
期

行
動
計
画
」
で
は
、「
高
水
準
な

建
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」「
ま

ち
づ
く
り
の
機
会
と
場
を
活
か
し

た
面
的
対
策
」「
地
域
連
携
」
の

３
つ
の
推
進
を
柱
に
し
た
。
そ
の

一
つ
「
高
水
準
な
建
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
」
で
は
、
２
０
０
９
年

度
か
ら
す
で
に
「
グ
リ
ー
ン
ス
ト

ッ
ク
作
戦
」
が
始
動
し
て
い
た
。

　
「
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
」
と
は

区
内
の
既
存
建
物
を
「
ス
ト
ッ

ク
」、
そ
の
省
エ
ネ
化
を
「
グ
リ

ー
ン
化
」
と
表
し
た
千
代
田
区
独

自
の
造
語
。
こ
の
作
戦
で
は
ま
ず

区
内
の
建
物
に
対
し
、
東
京
都
に

よ
る
中
小
事
業
者
向
け
省
エ
ネ
診

断
を
活
用
し
、
次
に
そ
の
診
断
結

果
に
基
づ
く
対
策
メ
ニ
ュ
ー
の
作

成
、
さ
ら
に
メ
ニ
ュ
ー
に
対
応
し

た
助
成
ま
で
を
提
供
し
て
い
く
。

毎
年
度
末
に
は
、
中
小
ビ
ル
テ
ナ

ン
ト
オ
ー
ナ
ー
や
事
業
者
を
対
象

と
し
た
報
告
会
も
開
か
れ
、
作
戦

の
成
果
報
告
や
新
規
省
エ
ネ
診
断

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
助
成
制
度
を
活
用
し
た
２

０
１
４
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減

量
は
４
２
６
㌧
（
２
０
１
５
年
２

月
現
在
）
に
な
っ
た
。
ま
た
６
年

に
わ
た
り
省
エ
ネ
診
断
を
積
極
的

に
進
め
て
き
た
結
果
、
東
京
都
が

実
施
す
る
診
断
の
年
間
受
診
件
数

は
千
代
田
区
が
そ
の
10
％
以
上
を

占
め
、
都
内
の
自
治
体
で
６
年
連

続
１
位
の
件
数
を
記
録
し
た
。

　

一
方
、
区
内
の
住
宅
用
建
物
の

多
く
は
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
区
で
は
「
グ
リ
ー
ン
ス
ト

ッ
ク
作
戦
（
マ
ン
シ
ョ
ン
版
）」

パ
ン
製
「
ネ
オ
・
ビ
ー
ナ
ス
」

シ
リ
ー
ズ
。
工
場
や
倉
庫
な
ど

高
天
井
の
水
銀
灯
代
替
用
Ｌ
Ｅ

Ｄ
で
、
高
品
質
な
日
本
製
で
あ

り
な
が
ら
３
年
以
内
で
償
却
可

能
な
経
済
性
が
あ
っ
た
。
一
般

的
な
７
０
０
Ｗ
の
水
銀
灯
と
比

較
し
て
消
費
電
力
は
約
80
％
削

減
で
き
、
製
品
寿
命
も
５
倍
に

な
る
。
こ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
、
工
場

と
外
灯
の
計
約
１
０
０
灯
設
置

し
た
。
電
気
料
金
を
単
純
計
算

す
る
と
、
年
間
約
３
０
０
万
円

の
削
減（
使
用
３
０
０
０
時
間
、

１
㌔
㍗
時
18
円
で
試
算
）
に
な

る
。
加
え
て
、
デ
マ
ン
ド
値
の

低
減
で
基
本
料
金
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
も
期
待
で
き
る
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
後
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

モ
ニ
タ
ー
で
電
気
の
使
用
状
況

を
確
認
し
た
奥
本
さ
ん
は
「
グ

ラ
フ
の
山
が
全
体
的
に
小
さ
く

な
り
、
削
減
で
き
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
」
と
効
果
を
数

値
で
実
感
し
て
い
る
。

　

導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
経
費
削

減
だ
け
で
は
な
い
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は

性
能
面
で
も
優
れ
る
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
違
い
水
銀
灯
は
電

源
を
入
れ
て
か
ら
明
る
く
な
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
そ
れ

が「
す
ぐ
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
ど
こ
か
し
ら
暗
か
っ

た
の
が
隅
々
ま
で
明
る
く
な
り

ま
し
た
。
夕
方
か
ら
の
作
業
効

率
や
安
全
面
も
改
善
さ
れ
た
。

従
業
員
も
、
明
る
く
な
っ
て
図

面
が
よ
く
見
え
る
、
と
喜
ん
で

い
ま
す
」
と
奥
本
さ
ん
。

　

今
回
、
工
場
と
あ
わ
せ
て
事

務
所
の
蛍
光
灯
約
１
２
０
灯
も

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
た
。
こ
の
大

掛
か
り
な
改
修
も
、
作
業
は
休

日
の
２
日
間
で
済
み
、
業
務
に

支
障
を
出
さ
ず
完
了
で
き
た
。

　

急
速
に
進
む
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
。
特

に
水
銀
灯
の
代
替
は
、
コ
ス

ト
・
性
能
と
も
に
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
。

　

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

の
駅
か
ら
徒
歩
３
分
の
場
所
に

あ
る
白
い
外
装
の
ビ
ル
。
こ
こ

で
は
２
年
ほ
ど
前
、
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
の
保
安
サ
ー
ビ
ス
を
前
任

の
技
術
者
か
ら
日
本
テ
ク
ノ
に

切
り
替
え
、
同
時
に
電
気
料
金

の
収
納
業
務
を
代
行
す
る
エ
コ

テ
ナ
ン
ト
を
導
入
し
た
。

　
「
以
前
は
、
電
気
料
金
に
つ

い
て
の
疑
問
を
、
テ
ナ
ン
ト
さ

ん
が
事
あ
る
ご
と
に
尋
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
入
れ
て
か
ら
、
ぴ
た
り
と

な
く
な
っ
た
ん
で
す
」
と
話
す

の
は
、
ビ
ル
の
共
同
オ
ー
ナ
ー

の
一
人
。
３
階
建
て
ビ
ル
の
２

階
で
営
業
す
る
喫
茶
店
の
経
営

者
で
も
あ
り
、
ビ
ル
管
理
の
業

務
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ビ
ル
は
１
階
に
４
つ
の

飲
食
店
、
２
階
は
自
営
の
店
と

自
宅
、
３
階
を
オ
フ
ィ
ス
用
に

賃
貸
す
る
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
だ
。

　

一
般
に
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
電

気
代
は
、ビ
ル
全
体
の
料
金
を
、

オ
ー
ナ
ー
が
電
力
会
社
に
一
括

で
支
払
う
。
各
テ
ナ
ン
ト
の
電

気
代
は
オ
ー
ナ
ー
が
子
メ
ー
タ

ー
の
数
値
な
ど
か
ら
割
り
振

明確な料金体系にテナント入居者も納得
先々を考えても任せられるサービスに安心

り
、
個
別
に
請
求
す
る
。
こ
の

ビ
ル
で
は
以
前
、
子
メ
ー
タ
ー

の
検
針
と
そ
れ
を
も
と
に
し
た

各
テ
ナ
ン
ト
の
電
気
料
金
算
出

ま
で
、
前
任
の
技
術
者
に
依
頼

し
て
い
た
。
オ
ー
ナ
ー
が
、
技

術
者
の
出
し
た
金
額
を
そ
の
ま

ま
そ
れ
ぞ
れ
に
請
求
す
る
と
い

う
流
れ
だ
。

　
「
と
こ
ろ
が
、
そ
の
計
算
が

違
っ
て
い
た
り
、
目
視
確
認
な

の
で
メ
ー
タ
ー
を
読
み
間
違
う

と
い
っ
た
こ
と
が
何
度
か
あ
っ

た
ん
で
す
。
当
然
、
テ
ナ
ン
ト

さ
ん
か
ら
指
摘
が
く
る
」。
し

か
し
オ
ー
ナ
ー
は
、
細
か
な
メ

ー
タ
ー
の
検
針
値
や
料
金
の
計

算
方
法
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
。

尋
ね
て
き
た
テ
ナ
ン
ト
に
説
明

し
て
も
ら
う
た
め
、
技
術
者
を

何
度
も
呼
ん
で
い
た
。

　

そ
ん
な
と
き
日
本
テ
ク
ノ
か

ら
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
提
案
を
受

け
た
。
子
メ
ー
タ
ー
は
デ
ジ
タ

ル
の
自
動
検
針
に
変
わ
る
。
目

視
で
読
み
誤
る
心
配
は
な
く
、

シ
ス
テ
ム
か
ら
出
さ
れ
る
計
算

方
法
も
明
確
で
、
１
円
単
位
ま

で
算
出
の
根
拠
が
示
せ
る
。

　
「
説
明
を
聞
い
て
、
こ
ち
ら

の
要
望
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
だ
と

思
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
導
入

を
決
め
た
ん
で
す
」

　

導
入
後
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い

た
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
、
安
心

し
た
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
。最
近
、

電
気
料
金
以
外
で
も
、
ビ
ル
管

理
業
務
を
受
託
す
る
不
動
産
の

新
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
聞
い

た
。「
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
の
サ

ー
ビ
ス
と
不
動
産
の
新
サ
ー
ビ

ス
を
合
わ
せ
れ
ば
、
ビ
ル
管
理

業
務
は
ほ
と
ん
ど
こ
な
せ
る
。

先
々
の
こ
と
を
考
え
て
も
不
安

が
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
オ
ー

ナ
ー
は
話
し
て
く
れ
た
。

空から見た千代田区、中央には緑豊かな皇居がある（上）。
グリーンストック作戦報告会の様子（下）。

環境モデル都市
二酸化炭素（CO2）排出
を抑えた「低炭素社会」
の実現に向けて、温室効
果ガスの大幅削減などへ
の取り組みを行うモデル
都 市。2014 年 3 月に
新たに3都市が加わり、
現在23の自治体が政府
より選定されている。

探 訪
最終回

環境モデル都市

第
一
に
考
え
た
。
そ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が

「
パ
ッ
シ
ブ
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う
思
想
だ
。

住
宅
の
性
能
を
設
備
機
器
だ
け
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
断
熱
、
気
密
、
通
風
、
採
光
、
日

射
遮
蔽
と
い
う
自
然
環
境
を
考
慮
し
た
建
物

全
体
が
持
つ
基
本
性
能
を
優
先
す
る
考
え

方
。
設
備
機
器
を
含
む
住
ま
い
全
体
と
自
然

と
が
共
存
で
き
る
提
案
で
あ
る
。

　

高
断
熱
化
と
と
も
に
、
節
水
・
節
湯
機
能

を
高
め
た
製
品
や
太
陽
光
発
電
な
ど
に
よ

り
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
き
く
減
ら
す
。

目
指
す
は
一
棟
あ
た
り
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
を
な
く
す
「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
」
製
品
の

開
発
だ
。

　
　

 　
　
　

　
　
　
　
　

　
「
今
後
は
、
省
エ
ネ
や
耐
震
化
、
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
に
よ
っ
て
、
住
宅
の
リ
フ
ォ

ー
ム
需
要
が
増
え
て
い
く
と
考
え
ま
す
。
Ｌ

Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
は
社
会
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
幅

広
い
視
点
で
商
品
を
開
発
し
て
い
く
と
と
も

に
、適
切
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
編
成
し
、

地
域
や
社
会
の
一
員
と
し
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
事
業
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
」（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
・
小
野
聡
志
さ
ん
）

　

環
境
配
慮
の
思
想
を
長
期
的
で
持
続
可
能

な
も
の
に
す
る
に
は
、
本
業
と
の
密
接
な
関

係
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
。
い
く
つ
も
の
住

宅
設
備
メ
ー
カ
ー
が
統
合
し
て
で
き
た
Ｌ
Ｉ

Ｘ
Ｉ
Ｌ
が
担
う
役
割
は
、
商
品
単
位
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
同
社
は
そ
の
影
響
力
を
し
っ
か

り
と
認
識
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
存
在
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
、
積
極
的
な
働
き
か

け
を
す
る
姿
勢
を
表
明
し
、
住
生
活
産
業
に

お
け
る
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

べ
く
、
歩
み
を
進
め
て
い
く
。

従来の700W水銀灯と水銀灯代替用LED（ネ
オ・ビーナス700）の比較

水銀灯 LED 効果
平均照度（lx） 436 428 同等
消費電力（W） 730 148 約80%

削減CO2排出量（kg） 1013 205
定格寿命（時間） 12,000 60,000 5倍

http://www.nt-e.jp/
http://www.nt-e.jp/


（ 6 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１５年 （平成２７年） 春季　第 40号　【季刊】

http://www.eria.jp/
http://www.n-techno.co.jp/smartclock/index.html


SMARTMETER ＥＲＩＡ
※「SMARTMETER」「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ」は日本テクノ（株）の登録商標です。

（ 7 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１５年 （平成２７年） 春季　第 40号　【季刊】

導入事例

ＥＲＩＡ＆ ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ

11kW60kW
　

福
島
県
福
島
市
に
あ
る

「
チ
ャ
ペ
ル
物
語
」
は
全
16

室
の
す
べ
て
を
異
な
る
コ
ン

セ
プ
ト
で
演
出
し
た
人
気
の

レ
ジ
ャ
ー
ホ
テ
ル
。
季
節
ご

と
に
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
訪

れ
る
た
び
に
違
う
驚
き
と
楽

し
さ
を
提
供
し
て
い
る
。

　

省
エ
ネ
手
法
も
独
特
だ
。

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は
電
気
の
使
い
過

ぎ
警
報
が
鳴
り
、
そ
の
後
、

従
業
員
が
省
エ
ネ
活
動
に
向

か
う
使
い
方
が
一
般
的
。
だ

が
、
こ
こ
で
は
警
報
は
ほ
と

ん
ど
鳴
ら
な
い
。
支
配
人
・

中
山
哲
宏
さ
ん
の
事
前
の
対

策
が
あ
る
か
ら
だ
。

で
庫
内
の
見
取
り
図
を
つ
く

り
扉
に
貼
付
し
た
。
こ
れ
で

迷
わ
ず
食
材
を
出
し
入
れ
で

き
る
。
し
か
も
、
そ
の
図
が

あ
れ
ば
不
足
食
材
も
ひ
と
目

で
わ
か
る
。
ほ
か
に
も
空
調

稼
働
の
ル
ー
ル
の
見
直
し
な

ど
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
気
づ

い
た
部
分
を
次
々
と
改
善
。

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
警
報
は
当
分
、
鳴

る
こ
と
は
な
い
よ
う
だ
。

省
エ
ネ
成
果
は
、施
設
を
良
く
し

効
率
的
で
楽
し
い
仕
事
を

追
求
し
た
結
果
、も
た
ら
さ
れ
た

福島県福島市黒岩榎平1-1
TEL 024（545）1764
URL　http://www.hotenavi.com/chapel/
設立 ● 1997年2月
従業員数 ● 14名
事業内容 ● レジャーホテル

有
限
会
社 

カ
ズ
ビ
ッ
グ
ア
ー
マ
ー
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン　

チ
ャ
ペ
ル
物
語

　
「
警
報
前
に
先
回
り
す
る

わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
結

果
的
に
設
定
値
を
超
え
る
ス

ピ
ー
ド
で
改
善
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ホ
テ
ル
を
良
く
し
、

効
率
的
に
楽
し
く
仕
事
で
き

る
環
境
に
し
よ
う
と
し
た
こ

と
が
、
た
ま
た
ま
省
エ
ネ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」。
と
い

う
中
山
さ
ん
。
改
善
例
は
以

下
の
よ
う
な
も
の
だ
。

　

ま
ず
は
照
明
の
配
置
換

え
。
各
部
屋
に
あ
っ
た
人
感

セ
ン
サ
ー
付
の
照
明
と
、
部

屋
の
外
の
廊
下
で
常
時
点
灯

し
て
い
た
照
明
を
入
れ
替
え

た
。
こ
れ
で
歩
調
に
合
わ
せ

て
明
か
り
が
つ
き
、
利
用
客

は
導
か
れ
る
よ
う
に
部
屋
へ

辿
り
着
け
る
。
常
時
点
灯
の

無
駄
が
省
け
、
特
別
な
演
出

に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
冷
蔵
庫

も
見
直
し
た
。
冷
蔵
庫
は
考

え
も
な
し
に
入
れ
る
と
す
ぐ

乱
雑
に
な
る
。
そ
れ
で
は
出

し
入
れ
に
時
間
が
か
か
り
、

消
費
電
力
も
増
え
る
。
そ
こ

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

有限会社 カズビッグアーマーコンツェルン　チャペル物語

27.0%17.7% 削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

　

50
万
坪
と
い
う
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
と
豊
か
な
緑
、
そ

れ
に
起
伏
を
生
か
し
た
コ
ー

ス
が
特
徴
の
「
北
海
道
ブ
ル

ッ
ク
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
」。
新
千
歳
空
港
か
ら
わ

ず
か
15
分
。
ビ
ギ
ナ
ー
か
ら

マ
ス
タ
ー
ま
で
幅
広
い
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
ゴ
ル
フ
場
だ
。

　

こ
こ
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
が
導

入
さ
れ
た
の
は
２
０
１
３
年

５
月
。
当
時
の
様
子
を
営
業

部
係
長
の
髙
瀬
仁
さ
ん
は
こ

う
語
る
。「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

は
常
に
〝
明
る
く
快
適
〞
が

基
本
で
す
が
、
で
き
る
限
り

削
減
は
し
た
い
と
常
々
考
え

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き

日
本
テ
ク
ノ
さ
ん
か
ら
お
話

を
い
た
だ
き
、
１
年
間
ト
ー

タ
ル
の
使
用
量
は
同
じ
で

も
、
年
間
の
ピ
ー
ク
を
抑
え

れ
ば
電
気
料
金
を
下
げ
ら
れ

る
と
知
り
、
な
ら
ば
お
客
様

に
迷
惑
を
か
け
ず
に
で
き
る

と
直
感
し
ま
し
た
」。

　

導
入
後
は
、
警
報
が
鳴
っ

た
と
き
の
対
応
を
明
確
化
。

レ
ス
ト
ラ
ン
厨
房
の
冷
凍
・

冷
蔵
庫
と
サ
ウ
ナ
の
ボ
イ
ラ

ー
は
、
５
〜
10
分
程
度
で
あ

れ
ば
止
め
て
も
問
題
の
な
い

こ
と
を
検
証
し
、
警
報
時
に

は
ま
ず
こ
こ
を
一
時
停
止
。

さ
ら
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
風

通
し
が
よ
い
た
め
、
で
き
る

だ
け
空
調
に
頼
ら
ず
窓
を
開

放
。
稼
働
す
る
と
き
も
省
エ

ネ
型
の
新
機
種
か
ら
動
か
す

よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
入
浴

場
の
脱
衣
ス
ペ
ー
ス
は
、
ラ

ウ
ン
ド
中
は
無
人
に
な
る
た

め
、
空
調
を
止
め
る
か
弱
め

の
設
定
で
消
費
電
力
を
抑
え

た
。
電
動
カ
ー
ト
の
充
電
も

電
気
使
用
量
の
低
い
夜
間
に

す
る
よ
う
に
し
た
。

　

そ
ん
な
一
連
の
取
り
組
み

で
、
当
初
の
狙
い
通
り
デ
マ

ン
ド
値
は
60
㌔
㍗
も
削
減
で

き
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
同

じ
で
も
よ
い
と
考
え
て
い
た

ト
ー
タ
ル
の
使
用
量
も
、
前

年
夏
場
と
の
比
較
で
17
・
７

％
も
削
減
で
き
て
い
た
。

年
間
の
総
使
用
量
は
同
じ
で
も

ピ
ー
ク
を
抑
え
れ
ば
省
エ
ネ
に
。

な
ら
ば
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
招
か
な
い

北海道苫小牧市字植苗 437
TEL 0144（58）3355
URL　http://www.brooks-c.com/
設立 ● 1992年7月
従業員数 ● 70名
事業内容 ● ゴルフ場

北
海
道
ブ
ル
ッ
ク
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

北海道ブルックスカントリークラブ

（2013年 2014年）（2013年 2014年）

　

神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
あ

る
衣
笠
診
療
所
は
、
医
療
生

活
協
同
組
合
が
運
営
す
る
診

療
施
設
。
各
種
健
康
診
断
の

ほ
か
、
内
科
、
整
形
外
科
な

ど
の
慢
性
疾
患
を
中
心
と
し

た
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
４
月
、
古
く

な
っ
た
空
調
を
す
べ
て
入
れ

替
え
る
設
備
改
善
を
行
っ

た
。
新
し
い
空
調
の
省
エ
ネ

効
果
を
検
証
す
る
目
的
も
あ

り
、
同
年
９
月
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
を
導
入
。
導
入
後
は
す
ぐ

に
使
用
状
況
が「
見
え
る
化
」

さ
れ
る
の
で
設
備
改
善
の
効

果
は
簡
単
に
確
認
で
き
た
。

次
は
デ
マ
ン
ド
対
策
だ
。

　

活
動
の
中
心
は
事
務
長
の

荷
見
正
則
さ
ん
。
警
報
が
鳴

る
と
荷
見
さ
ん
が
２
階
の
職

員
休
憩
室
、
会
議
室
、
更
衣

室
を
回
り
、
空
調
・
照
明
・

ポ
ッ
ト
の
電
源
を
一
時
的
に

切
る
。
併
設
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
、
温
度
調

整
な
ど
の
協
力
を
求
め
た
。

　

１
階
の
診
察
ス
ペ
ー
ス
で

も
、
診
察
室
、
検
査
室
、
待

合
室
な
ど
で
利
用
状
況
を
み

な
が
ら
温
度
調
整
。
ス
イ
ッ

チ
に
は
一
時
的
に
切
っ
て
も

問
題
な
い
も
の
に
黄
色
の
シ

ー
ル
を
貼
っ
た
。
こ
う
し
て

荷
見
さ
ん
の
活
動
は
全
ス
タ

ッ
フ
に
認
知
さ
れ
て
い
く
。

　

導
入
か
ら
約
半
年
後
の
２

０
１
４
年
３
月
、
日
本
テ
ク

ノ
担
当
者
に
よ
る
勉
強
会
を

実
施
し
た
。
電
気
料
金
の
仕

組
み
や
、
空
調
の
起
動
が
重

な
る
と
ピ
ー
ク
を
押
し
上
げ

る
こ
と
な
ど
を
学
び
、
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
導
入
後
の
成
果
も
全
員

で
共
有
し
た
。

　

共
有
し
た
成
果
は
、
こ
れ

ま
で
見
て
い
た
荷
見
さ
ん
の

活
動
が
導
い
た
も
の
。
全
ス

タ
ッ
フ
が
そ
れ
を
納
得
し
、

施
設
全
体
の
省
エ
ネ
意
識
が

向
上
し
た
。
空
調
を
時
間
差

で
起
動
し
た
り
、
弱
め
の
設

定
で
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
一

人
ひ
と
り
の
行
動
に
工
夫
が

生
ま
れ
て
い
っ
た
。　

導
入
後
の
デ
マ
ン
ド
対
策
と

半
年
後
の
勉
強
会
で

省
エ
ネ
意
識
は
隅
々
ま
で

神奈川県横須賀市平作 7-10-27
TEL　046（851）1062
URL　http://www.k-minami.or.jp/kinushin/
設立 ● 1955年7月
従業員数 ● 34名
事業内容 ● 健康診断、内科・整形外科診療

神奈川みなみ医療生活協同組合　衣笠診療所

神
奈
川
み
な
み
医
療
生
活
協
同
組
合　

衣
笠
診
療
所

10kW 削
減

契約
電力

15.0%削
減

電　力
使用量

（2012年11月～翌年3月 2013年11月～翌年3月）

（2012年7～10月 2013年7～10月）

（2013年 2014年）

窯
の
稼
働
状
況
を
数
字
で
把
握

店
舗
の
導
入
効
果
を
受
け

工
場
に
も
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入

　

有
限
会
社 

松
葉
屋
「
ブ

ラ
ン
ジ
ェ 

べ
ッ
ク
フ
ァ
ン
」

は
静
岡
県
御
殿
場
市
に
あ
る

ベ
ー
カ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
。
た

ゆ
ま
ぬ
商
品
開
発
と
、
原
料

に
こ
だ
わ
る
焼
き
た
て
パ
ン

の
提
供
で
、
愛
さ
れ
続
け
る

店
舗
を
目
指
す
。
ま
た
店
と

は
別
の
工
場
で
は
学
校
給
食

の
パ
ン
も
製
造
し
て
い
る
。

　

最
初
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入

し
た
の
は
店
舗
。
２
０
１
０

年
４
月
の
こ
と
。
導
入
後
、

代
表
取
締
役
の
芹
澤
隆
博
さ

ん
が
モ
ニ
タ
ー
の
数
字
を
分

析
す
る
と
２
機（
合
計
７
段
）

の
パ
ン
焼
き
窯
が
デ
マ
ン
ド

を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
が

報
に
合
わ
せ
、
機
械
の
必
要

な
作
業
を
時
間
差
で
行
う
よ

う
変
更
し
て
い
る
。

　
「
お
い
し
い
パ
ン
を
つ
く

る
の
が
最
優
先
で
神
経
は
作

業
に
集
中
し
ま
す
。
そ
ん
な

状
況
で
も
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
色

や
警
報
が
行
動
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
わ

か
り
や
す
く
て
助
か
っ
て
い

ま
す
」と
芹
澤
さ
ん
は
話
す
。

静岡県御殿場市川島田 651
TEL　0550（82）0405
創業 ● 1914年
従業員数 ● 36名（うち工場14名）
事業内容 ● パン製造・販売

有限会社 松葉屋　ブランジェ ベックファン

有
限
会
社 

松
葉
屋　

ブ
ラ
ン
ジ
ェ 

ベッ
ク
フ
ァ
ン

支配人の中山哲宏さん。

わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
製
造
工

程
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
運
用

方
法
を
調
整
。
業
務
開
始
時

は
７
段
一
気
に
立
ち
上
げ
て

い
た
も
の
を
順
次
起
動
に
変

更
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
同

じ
窯
で
も
一
台
一
台
の
加
熱

や
保
温
の
状
況
で
、
使
用
電

力
に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
こ

と
も
判
明
し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
数
字
は
、
設

備
交
換
の
判
断
材
料
に
も
な

っ
た
。
電
気
使
用
量
の
「
見

え
る
化
」
で
、
10
年
以
上
使

っ
て
い
た
冷
蔵
庫
の
消
費
電

力
が
予
想
以
上
に
高
い
と
わ

か
り
、
省
エ
ネ
性
能
の
優
れ

た
新
機
種
に
迷
う
こ
と
な
く

交
換
で
き
た
。

　

店
舗
の
効
果
は
確
認
で
き

た
。
そ
れ
を
受
け
、
工
場
に

も
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
採
用
し
た
。

こ
こ
に
は
大
型
の
窯
や
ミ
キ

サ
ー
、パ
ン
の
ス
ラ
イ
サ
ー
、

食
器
洗
い
機
な
ど
が
複
数
台

あ
る
。
そ
れ
ら
の
稼
働
が
重

な
る
と
ピ
ー
ク
は
上
が
る
。

対
策
と
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
警

（2012年6月～翌年5月 2013年6月～翌年5月）（2012年8月～10月 2013年8月～10月）

常務取締役の辻本龍晃さん。

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ
（スマートクロック）」を導入している企業の省エネ活動にスポットを当てる導入事例集。
今回は、北海道、福島、神奈川、静岡、奈良、島根の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。

　

近
畿
圏
に
約
３
０
０
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
を
展
開
す
る

株
式
会
社 

ル
ビ
ー
。
奈
良

県
内
６
カ
所
の
工
場
で
年
間

約
１
２
０
０
万
点
の
衣
料
品

を
扱
う
。
な
か
で
も
橿
原
市

の
ア
ピ
ア
工
場
は
１
２
０
名

の
ス
タ
ッ
フ
が
揃
う
大
型
工

場
。
電
気
の
「
見
え
る
化
」

に
よ
る
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
対

策
に
向
け
ス
タ
ッ
フ
が
積
極

的
に
協
力
し
、
大
き
な
省
エ

ネ
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
特
徴
的
な
取
り

組
み
は
ブ
レ
ー
カ
ー
か
ら
の

電
源
オ
フ
。
オ
ン
オ
フ
の
ル

ー
ル
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
が
並

ぶ
配
電
盤
を
見
れ
ば
一
目
で

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
配
電
盤
内
の
各
ブ
レ
ー

カ
ー
横
に
①
②
③
と
い
う
番

号
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
つ
い
て

い
る
か
ら
だ
。

　

常
務
取
締
役
の
辻
本
龍
晃

さ
ん
は
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
品

を
受
け
る
各
店
舗
か
ら
の
受

注
数
は
、
作
業
の
半
日
前
に

報
告
が
入
り
ま
す
。
そ
の
時

点
で
半
日
後
の
稼
働
台
数
を

決
め
る
の
で
す
」
と
説
明
す

る
。
①
は
フ
ル
稼
働
の
日
、

②
は
半
量
の
日
、
③
は
そ
れ

以
下
の
日
。
こ
れ
で
、
そ
の

日
の
受
注
数
に
合
わ
せ
、
ど

の
機
械
を
稼
働
さ
せ
る
か
明

確
に
区
分
で
き
る
。
ス
タ
ッ

フ
は
そ
の
日
の
区
分
に
従
い

使
用
し
な
い
機
械
の
電
源
オ

フ
を
徹
底
で
き
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
電
力
使
用

量
の
多
い
乾
燥
機
の
稼
働
ル

ー
ル
や
昼
食
時
の
電
源
オ
フ

な
ど
の
取
り
決
め
を
ス
タ
ッ

フ
と
と
も
に
定
め
、
活
動
を

継
続
し
て
い
る
。

　

今
後
は
削
減
し
た
電
気
代

で
省
エ
ネ
型
の
空
調
を
新
た

に
導
入
す
る
な
ど
、
省
エ
ネ

活
動
と
と
も
に
作
業
環
境
の

向
上
も
目
指
し
て
い
く
計
画

だ
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
ア
ピ

ア
工
場
で
の
取
り
組
み
を
ほ

か
の
工
場
で
も
展
開
す
る
こ

と
で
、
会
社
全
体
と
し
て
さ

ら
な
る
省
エ
ネ
成
果
を
上
げ

て
い
く
。

未
使
用
時
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る

配
電
盤
に
つ
け
た
目
印
で

オ
ン
オ
フ
を
明
確
に
区
別奈良県橿原市忌部町188

TEL　0744（29）1353
URL　http://www.rby.jp/
設立 ● 1976年8月
従業員数 ● 120名（全体1200名）
事業内容 ● 衣類等のクリーニング

株式会社 ルビー　アピア工場

株
式
会
社 

ル
ビ
ー　

ア
ピ
ア
工
場

25kW 削
減

契約
電力

10.0%削
減

電　力
使用量

（2012年 2013年）
ア
ピ
ア
工
場
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
。

「
チ
ャ
ペ
ル
物
語
」の
ロ
ビ
ー
。

事務長の荷見正則さん。

営業部係長の髙瀬仁さん。

代表取締役の芹澤隆博さん。

　BS ジャパン（BS デジタル 7ch テレビ東京系）にて毎週水曜夜 9時 54 分から放映中の「省エネの達人
『企業編』」。この番組で紹介されたエコノウハウを紹介していく。今回は、利用客への配慮やスタッフの
協力が欠かせないサービス業の省エネ方法にスポットを当て、お手本になる放送回をピックアップした。
ここに掲載した 3回分も含め、過去の放送を再生できるウェブサイト（左記）もある。

利用客への配慮やスタッフの協力
──サービス業の省エネ方法

番組バックナンバー配信中
http://eco-tatsujin.jp/

気
使
用
量
の
増
加
は
ほ
と

ん
ど
な
し
。
園
内
各
所
の

省
エ
ネ
活
動
で
、
増
加
す

る
電
力
と
同
程
度
の
削
減

が
で
き
て
い
る
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
、
入
場
口
施
設

の
照
明
は
利
用
客
が
訪
れ

る
ま
で
は
オ
フ
。
つ
け
る

タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
駐
車
場

の
受
付
ス
タ
ッ
フ
が
、
車

の
入
っ
た
こ
と
を
イ
ン
カ

ム
で
知
ら
せ
た
と
き
だ
。

ま
た
園
内
に
あ
る
土
産
物

店
は
開
園
時
間
か
ら
１
時

間
遅
れ
て
開
店
す
る
よ
う

に
し
た
。
来
園
し
て
す
ぐ

に
土
産
物
を
購
入
す
る
こ

と
は
な
い
の
で
利
用
客
に

は
影
響
な
い
。そ
の
ぶ
ん
、

店
舗
の
空
調
も
照
明
も
節

約
で
き
る
。
利
用
客
の
流

れ
を
考
え
た
省
エ
ネ
法
が

実
践
さ
れ
て
い
た
。

「市原ぞうの国」
広い園内もしっかり情報共有！　動物思いの省エネ活動を実行しています

【第 204回】2014 年 5月28日放送分
　

消
費
電
力
の
多
い
ヒ
ー

タ
ー
を
導
入
し
た
あ
と

も
、
以
前
と
変
わ
ら
な
い

電
気
使
用
量
に
抑
え
ら
れ

て
い
る
の
が
、
千
葉
県
市

原
市
に
あ
る
動
物
園
「
市

原
ぞ
う
の
国
」。
国
内
最

多
11
頭
の
ゾ
ウ
を
飼
育
し

て
い
て
、
こ
れ
ま
で
そ
の

飼
育
施
設
で
は
暖
房
用
に

薪
ス
ト
ー
ブ
を
利
用
し
て

い
た
。
そ
れ
を
電
気
ヒ
ー

タ
ー
に
交
換
し
た
が
、
電

利用客の流れに合わせ点灯
ト
に
あ
る
項
目
に
従
い
、

各
ス
タ
ッ
フ
が
１
日
最
低

２
回
、確
認
作
業
を
す
る
。

　

チ
ェ
ッ
ク
の
内
容
は
、

不
要
な
照
明
を
消
す
こ
と

や
使
用
し
て
い
な
い
電
気

製
品
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

抜
く
こ
と
な
ど
当
た
り
前

に
で
き
る
小
さ
な
省
エ

ネ
。
し
か
も
、
こ
の
項
目

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
の

は
、
実
行
す
る
ス
タ
ッ
フ

自
身
だ
。
毎
日
無
理
な
く

で
き
る
も
の
を
部
署
ご
と

に
提
出
し
、
全
部
で
７
種

類
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
が

つ
く
ら
れ
た
。

　

最
初
は
勢
い
が
よ
か
っ

た
活
動
で
も
、
時
間
経
過

と
と
も
に
先
細
り
す
る
例

は
多
い
。
だ
が
こ
の
施
設

の
取
り
組
み
は
息
長
く
続

け
ら
れ
て
い
る
。

「湯っ蔵んど」
7種類の「節電チェックシート」を活用！　全員参加で省エネに取り組んでいます

【第 229回】2014 年 11月19日放送分
　

手
間
の
か
か
ら
な
い
小

さ
な
取
り
組
み
で
も
ス
タ

ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
毎
日

継
続
す
れ
ば
、
全
体
と
し

て
は
大
き
な
省
エ
ネ
に
な

る
│
│
そ
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
の
が
長
野
県
須
坂

市
に
あ
る
日
帰
り
温
泉
施

設
「
湯
っ
蔵
ん
ど
」。

　

こ
こ
で
は
電
気
の
無
駄

づ
か
い
を
な
く
す
た
め
の

省
エ
ネ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
作
成
し
て
い
る
。
シ
ー

毎日できる小さな省エネ
に
設
定
を
変
更
す
る
。

　

生
鮮
品
な
ど
を
並
べ
る

冷
蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
使

い
方
を
変
え
た
の
も
省
エ

ネ
意
識
が
高
い
ス
タ
ッ
フ

の
ア
イ
デ
ア
。
こ
こ
に
は

２
台
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が

あ
る
が
、
売
れ
て
商
品
が

少
な
く
な
っ
て
い
く
と
、

ば
ら
け
て
置
か
れ
て
い
た

も
の
を
１
台
に
移
し
換
え

て
ま
と
め
る
。
こ
れ
で
、

片
方
は
空
に
で
き
る
の

で
、
そ
の
１
台
は
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
抜
い
て
電
源
を

切
る
。
１
台
分
の
消
費
電

力
が
削
減
で
き
、
買
い
物

客
も
移
動
の
手
間
を
減
ら

せ
る
よ
う
だ
。

　

こ
の
店
で
は
常
に
現
場

ス
タ
ッ
フ
が
電
気
の
無
駄

づ
か
い
に
目
を
光
ら
せ
て

い
る
。　
　

「道の駅 彼杵の荘」
スタッフの的確な判断で省エネ！　快適な憩いの空間をご提供しています

【第 223回】2014 年 10月8日放送分
　

現
場
ス
タ
ッ
フ
の
創
意

工
夫
で
省
エ
ネ
効
果
を
上

げ
て
い
る
の
が
長
崎
県
東

彼そ
の
ぎ杵
郡
に
あ
る
「
道
の
駅

彼
杵
の
荘
」。

　

空
調
は
、
売
り
場
に
い

る
ス
タ
ッ
フ
が
定
期
的
に

体
感
温
度
で
判
断
し
、
適

切
な
温
度
設
定
を
調
整
し

て
い
く
。
夏
場
の
基
本
は

26
℃
の
ル
ー
ル
だ
が
そ
れ

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
利
用
客

の
こ
と
も
考
え
、
小
ま
め

商品の配置換えで省エネ

「
ブ
ラ
ン
ジ
ェ 

ベッ
ク
フ
ァ
ン
」
の
店
内
。

　

島
根
県
出
雲
市
の
出
雲
土

建 

株
式
会
社
は
建
築
工
事
、

リ
サ
イ
ク
ル
・
緑
化
事
業
な

ど
を
通
し
て
、
地
域
貢
献
と

循
環
型
社
会
の
推
進
に
取
り

組
む
企
業
。
建
築
廃
材
を
原

料
と
す
る
調
湿
木
炭「
炭
八
」

の
製
造
・
販
売
も
手
掛
け
て

い
る
。「
炭
八
」
は
天
井
裏

や
床
下
に
敷
き
詰
め
る
こ
と

で
、
吸
湿
性
や
断
熱
性
を
高

め
ら
れ
る
資
材
で
あ
る
。

　

以
前
は
「
基
本
料
金
の
仕

組
み
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と

い
う
代
表
取
締
役
の
石
飛
裕

司
さ
ん
。
木
炭
を
製
造
す

る
「
イ
ズ
モ
環
境
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
」
と
本
社
の
２
カ
所

に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
導
入
す
る

と
、
そ
の
直
後
か
ら
環
境
資

源
課
の
松
岡
康
二
さ
ん
と
と

も
に
作
業
現
場
で
の
デ
マ
ン

ド
ピ
ー
ク
対
策
を
始
め
た
。

　

木
炭
は
建
築
廃
材
を
破
砕

機
で
砕
き
チ
ッ
プ
化
し
、
そ

れ
を
炭
焼
き
窯
に
入
れ
炭
化

し
て
製
造
す
る
。
松
岡
さ
ん

が
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
で
電
気
の
使
用

状
況
を
確
認
す
る
と
、
製
造

工
程
の
な
か
で
は
特
に
破
砕

機
の
稼
働
が
デ
マ
ン
ド
を
上

げ
る
要
因
だ
と
わ
か
っ
た
。

　

し
か
も
よ
く
分
析
す
る
と

デ
マ
ン
ド
値
が
上
が
る
の
は

昼
休
み
や
休
憩
に
入
る
前
が

多
い
。「
休
憩
前
は
切
り
の

い
い
と
こ
ろ
ま
で
や
ろ
う

と
、
破
砕
機
に
廃
材
を
多
く

投
入
し
て
い
た
の
で
す
」。

こ
れ
が
破
砕
機
に
無
理
な
負

荷
を
か
け
、
消
費
電
力
を
上

げ
て
い
た
。
状
況
が
把
握
で

き
れ
ば
対
策
は
容
易
だ
。
そ

の
後
、
現
場
で
は
投
入
す
る

廃
材
の
量
を
常
に
一
定
に
す

る
決
ま
り
を
つ
く
っ
た
。

　

今
で
は
ス
タ
ッ
フ
も
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
色

の
変
化
を
見
て
作
業
を
し
、

ピ
ー
ク
時
以
外
で
も
破
砕
機

の
空
運
転
を
極
力
控
え
る
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
の
行
動
に

変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。

木
炭
製
造
の
デ
マ
ン
ド
対
策

破
砕
機
の
負
荷
平
準
化
で

大
き
な
省
エ
ネ
効
果
を
実
現

島根県出雲市知井宮町138-3
TEL　0853（22）4118
URL　http://www.i-doken.co.jp/
設立 ● 1980年9月
従業員数 ● 65名
事業内容 ● 建築・土木・緑化工事、リサイクル事業

出雲土建 株式会社　イズモ環境テクノセンター

出
雲
土
建 

株
式
会
社　

イ
ズ
モ
環
境
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

42kW削
減

契約
電力

4.6% 削
減

電　力
使用量

（2012年 2014年）

（2013年2～9月 2014年2～9月）

代表取締役の石飛裕司さん（右）
と環境資源課の松岡康二さん。

廃
材
を
処
理
す
る
破
砕
室
。

9 /10
（2010年と2013年の比較 /

2011年と2012年の比較）

契約
電力

3.7/11.3電　力
使用量

kW kW
削
減

削
減

（店舗／工場）

% %

「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ省エネの達人」に学ぶエコノウハウエコ

http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20140528.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20141008.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20141119.html
http://www.eco-tatsujin.jp/
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第四十回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

芝蘭之化 しらんのか ─ 3 ─
　

企
業
と
い
う
集
団
の
中
で

人
は
育
つ
。
芝し

蘭ら
ん

之の

化か

だ
。

強
い
集
団
を
つ
く
る
と
き
は

社
員
の
心
に
火
を
つ
け
る
こ

と
か
ら
始
め
る
こ
と
だ
。

　

例
え
ば
経
営
破
綻
し
、
全

社
的
な
意
識
改
革
研
修
を
実

施
し
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
。
研
修
の
前

と
後
で
は
大
き
な
意
識
の
違

い
が
現
場
に
現
れ
て
い
る
。

　

エ
ア
ラ
イ
ン
の
仕
事
は
多

様
な
仕
事
の
積
み
重
ね
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
一
つ
の
フ
ラ

イ
ト
に
結
び
つ
く
。
だ
が
経

営
破
綻
前
は
各
部
署
が
縦
割

り
で
結
束
が
弱
か
っ
た
よ
う

だ
。
自
分
の
職
域
は
し
っ
か

り
守
る
が
、
そ
の
後
は
次
の

工
程
の
人
が
や
っ
て
く
れ

と
。
そ
れ
だ
と
サ
ー
ビ
ス
は

線
に
な
ら
ず
点
に
な
っ
て
し

ま
う
。
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
は

実
現
し
な
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
自

分
の
責
任
を
果
た
す
の
は
も

ち
ろ
ん
、
自
分
の
仕
事
を
引

き
継
ぐ
相
手
を
思
い
や
り
、

次
工
程
の
作
業
が
し
や
す
い

よ
う
配
慮
す
る
。
そ
れ
が
線

の
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
る
。

　

経
営
破
綻
す
る
前
は
、「
自

分
た
ち
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
一
員
」

と
い
う
意
識
が
足
り
な
か
っ

た
。
破
綻
後
は
、
意
識
改
革

研
修
に
よ
り
、「
１
機
が
飛

ぶ
の
は
自
分
た
ち
の
力
だ
け

で
は
な
く
、
多
数
の
部
署
や

他
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
人
と

の
協
力
の
賜
物
だ
」
と
い
う

意
識
が
強
く
な
っ
た
。
利
用

客
が
帰
る
ま
で
全
員
で
サ
ー

ビ
ス
を
つ
く
り
上
げ
提
供
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ

っ
た
と
い
う
。

　

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
。
あ
る
客
室
乗
務
員
が
年

配
の
男
性
利
用
客
と
の
ち
ょ

っ
と
し
た
会
話
の
中
で
、
そ

の
日
に
泊
ま
る
ホ
テ
ル
の
話

を
聞
い
た
。
男
性
は
ホ
テ
ル

の
ス
タ
ッ
フ
の
気
遣
い
を
と

て
も
褒
め
て
い
た
。
飛
行
機

到
着
後
、
そ
の
客
室
乗
務
員

は
ホ
テ
ル
に
電
話
し
た
。
男

性
客
が
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ

の
気
遣
い
に
大
変
感
謝
し
て

い
た
と
の
情
報
を
伝
え
た
。

こ
れ
で
男
性
客
は
ホ
テ
ル
到

着
時
に
満
面
の
笑
顔
で
迎
え

ら
れ
、
う
れ
し
い
サ
プ
ラ
イ

ズ
に
遭
遇
す
る
だ
ろ
う
。
今

の
Ｊ
Ａ
Ｌ
で
は
、
こ
う
し
た

「
そ
の
場
で
の
見
返
り
を
求

め
な
い
サ
ー
ビ
ス
」
も
自
発

的
に
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

京
大
の
日
高
敏
隆
教
授
は

「
人
間
と
い
う
動
物
の
特
徴

は
、
集
団
で
生
き
、
集
団
で

育
つ
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
言

っ
て
い
る
。
集
団
で
育
っ
た

人
は
今
度
は
集
団
を
強
く
豊

か
に
す
る
。
芝
蘭
之
化
だ
。

強
い
集
団
を
つ
く
る
と
き
は

社
員
の
心
に
火
を
つ
け
る
こ
と
か
ら

日
本
の
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
企
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

日本テクノの本!! プレゼント
正解者の中から抽選で 20 名の方に、日本テクノ編集『イチから学ぼ
うデンキのキホン』をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ下記あて先までご郵送ください。また、インターネットのサイ
ト「Eco News Web Magazine」からも応募できます。下記 URL にアク
セスして当コーナー応募フォームのリンクをクリックし、画面の指示
に従いご応募ください。なお、発表は賞品の発送をもって代えさせて
いただきます。締め切りは 2015 年 6 月 26 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【Eco News Web Magazine】http://econews.jp/

●タテのカギ●
①  この新聞の発行元○○○○
○ノは設立20周年。

②  地球温暖化の原因は、温室
効果○○。

③  ５月５日は？
⑤  薄いパイ生地が重なったお
菓子・ミルフィ○○。

⑦  サ○○の木の下でお花見し
ましょう。

⑧  綿帽子の種だ！ ○○ポポ。

●ヨコのカギ●
②  川の中に見えたのはメダカ
の○○○ウ。

④  英語で馬のこと。
⑥  灯油やガソリンになる前の
ゲ○○。

⑦  福沢諭吉著『ガ○○ンのす
すめ』。

⑧  タラノキの若芽・○○○メ。
⑨  ４月から小学４年生。高ガ
○○○だからしっかりね。

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は
小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

河 村 隆 一 の エ コ ス タ デ ィ
　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
39
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。〈
答
え
は
４
面
に
掲
載
〉

環境問
題

常識テ
スト

略称はCOP12。2014年10
月、韓国の平昌（ピョンチャン）
で開かれた国際会議は、次の
うちどれ？

a
b
c
d

ワシントン条約第12回締約国会議

京都議定書第12回締約国会議

気候変動枠組み条約第12回締約国会議

生物多様性条約第12回締約国会議

Question
1

COP10 で採択され、2011
年以降の生物多様性に関する
国際的な取り組みの目標を示
したものは？

a
b
c
d

ミレニアム開発目標

愛知目標

京都目標

持続可能な開発目標

Question
2

2014 年 9 月、潘基文（パン
ギムン）事務総長の呼び掛け
により開かれた地球温暖化問
題を話し合う国際会議は？

a
b
c
d

地球サミット

国連気候サミット

洞爺湖サミット

リオ＋20

Question
3

2004 年 1 月の電気事業法施
行規則の改正で電気保安管理
業務への参入が認められるよ
うになったのは？

a
b
c
d

電気保安法人

電気保安協会

電気管理技術者協会

特定規模電気事業者

Question
4

株式会社 百反の専務取締役・岩本富貴さん。前
に並ぶのは地元名産品をパッケージした販促品。

テクノユーザー

復興への歩み

23Scene

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
４
つ
の
文

字
を
組
み
合
わ
せ
エ
コ
に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま

す
。
そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
、
正
式
名
称
は
国

際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
。

■ 

手
づ
く
り
マ
ス
ク
で
花
粉
対
策 

■

　

春
の
風
が
快
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
こ
の
時
期
、
花
粉
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
方
も
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

　

花
粉
症
予
防
の
必
須
ア
イ
テ
ム
と
い
え

ば
マ
ス
ク
。
使
い
捨
て
の
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
手
づ
く
り
マ
ス

ク
を
使
っ
て
い
ま
す
。
好
き
な
色
や
柄
の

生
地
で
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
め
る
の
で
、
ひ

そ
か
に
人
気
を
集
め
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

今
回
は
、
生
地
が
二
重
に
な
っ
た
ダ
ブ

ル
ガ
ー
ゼ
を
使
う
一
番
簡
単
な
マ
ス
ク
の

つ
く
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。
ガ
ー
ゼ
生
地

は
、
仕
立
て
後
の
洗
濯
に
よ
る
縮
み
を
防

ぐ
た
め
に
水※

通
し
を
し
た
あ
と
、
で
き
あ

が
り
の
マ
ス
ク
の
大
き
さ
の
縦
２
倍
、
横

３
倍
の
大
き
さ
に
裁
断
し
ま
す
。
中
心
に

合
わ
せ
て
上
下
を
畳
ん
だ
ら
、
横
に
３
つ

折
り
に
し
て
、
輪
に
な
っ
て
い
な
い
ほ
う

の
端
を
１
㌢
く
ら
い
内
側
に
折
っ
て
ミ
シ

ン
を
か
け
ま
す
。
反
対
側
の
輪
に
な
っ
て

い
る
部
分
に
も
ミ
シ
ン
を
か
け
た
ら
、
両

端
に
ゴ
ム
を
通
し
て
結
び
目
を
中
に
入
れ

れ
ば
完
成
で
す
。

　

市
販
品
で
は
大
き
す
ぎ
る
お
子
さ
ん
に

も
手
づ
く
り
な
ら
サ
イ
ズ
調
整
で
き
ま
す

よ
。
小
ま
め
に
洗
う
な
ど
衛
生
面
に
は
十

分
気
を
付
け
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

検 索日本テクノ　おばあちゃんの知恵袋

http://econews.jp/idea

野菜の茹で汁を雑草にかけると、草抜きの手間
が省けます。庭先の土ぼこりの掃除には、キャベ
ツなどの捨てる外葉をまいて掃くと埃が立ちませ

ん。ゴミは家庭菜園にそのまま埋められます。
福岡県・りりおさん

今回はこんな知恵を提供していただきました！

おばあちゃんの特製手ぬぐいプレゼント !!
くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募
いただいた方の中から抽選で毎月10名様に、おばあちゃんの
特製手ぬぐいをプレゼント！　投稿内容は選考のうえ、本紙また
はウェブサイトにて紹介させていただきます。
応募方法〈はがき〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テクノ「お
ばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉下記ウェ
ブサイトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

サイトには、おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグ
ッズのつくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさん。月1回のメー
ルマガジンでは、更新情報やメルマガ限定｢おばあちゃんへの質問コ
ーナー」をお届けしています。同サイトにて購読を登録ください。

イチから学ぼうデンキのキホン

おばあちゃんの

知恵袋

　

こ
ん
に
ち
は
、河
村
隆
一
で
す
。

　

昨
年
末
、
水
素
で
走
る
燃
料
電

池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
が
世
界
で
初
め

て
一
般
向
け
に
販
売
さ
れ
ま
し

た
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
（
ミ
ラ
イ
）」。
世
間
の
注
目

度
も
高
く
、
当
初
の
生
産
台
数
を

大
き
く
上
回
る
注
文
が
寄
せ
ら
れ

た
と
各
所
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
「
燃
料
電
池
」
を

取
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

名
前
は
電
池
で
す
が
、
機
能
か

ら
み
れ
ば
発
電
装
置
と
い
う
ほ
う

が
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
燃
料
の
水
素
と
空
気
中
に
あ

電
極

か
ら
酸
素
と
水

素
の
泡
が
出
て

く
る
様
子
を
覚
え
て
い

る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
あ
れ

は
「
水
＋
電
気 

↓ 

水
素
＋
酸
素
」

と
い
う
反
応
だ
っ
た
の
で
、
ま

さ
に
逆
の
現
象
で
す
。

　

こ
の
原
理
は
約
２
０
０
年
前

の
19
世
紀
初
頭
に
発
見
さ
れ
、

そ
の
後
、
燃
料
電
池
は
ア
ポ
ロ

宇
宙
船
に
も
搭
載
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
も
今
、
官
民
一
体
で
「
水

素
社
会
の
実
現
」
に
向
け
た
活

動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

る
酸
素
を
化
学
反
応
さ
せ
て
、
そ

こ
か
ら
生
じ
る
電
気
を
取
り
出
す

装
置
で
す
。
自
動
車
で
は
、
発
生

さ
せ
た
電
気
に
よ
っ
て
モ
ー
タ
ー

を
回
し
動
力
源
に
し
ま
す
。
化
学

反
応
で
排
出
さ
れ
る
の
は
水
だ
け

で
、温
室
効
果
ガ
ス
は
出
ま
せ
ん
。

　

燃
料
電
池
の
仕
組
み
を
簡
単
に

表
せ
ば
「
水
素
＋
酸
素 

↓ 

電
気

＋
水
」
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
中

学
校
の
理
科
で
習
っ
た
水
の
電
気

分
解
を
逆
に
し
た
も
の
な
ん
で

す
。
実
験
で
電
気
を
通
り
や
す
く

し
た
水
溶
液
を
使
い
、
試
験
管
に

入
れ
た
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
各

このコーナーで取り上げてほしい環境関連の用語を
募集しています。ご応募は日本テクノ「河村隆一の
エコスタディ」係まで。環境用語と連絡先を明記の
うえハガキでご送付ください。ウェブサイト（http://
econews.jp/）からも応募できます。

燃
料
電
池
っ
て
何
？

実はよく知らないのに、今さら聞くのも恥ずかしい……そん
な言葉を、環境活動家としても知られる河村隆一さんが調べ、
やさしく答えるこのコーナー。今回は、環境負荷が少ないこと
で注目されている、燃料に水素を使う発電装置について。

〈
参
考
文
献
『
稲
盛
和
夫
流
・
意
識
改
革 

心
は
変
え
ら
れ
る
』
原
英
次
郎
著
〉

　
「
残
さ
れ
た
命
を
ど
う
使
う
べ
き

か
考
え
ま
し
た
」
と
話
し
始
め
た
の

は
株
式
会
社
百ひ

ゃ
く

反た
ん

の
専
務
取
締
役
・

岩
本
富
貴
さ
ん
。
仙
台
市
内
を
中
心

に
８
カ
所
の
パ
チ
ン
コ
・
ス
ロ
ッ
ト

店
の
運
営
と
不
動
産
賃
貸
業
を
営
む

企
業
。
東
日
本
大
震
災
で
は
塩
釜
店

が
流
さ
れ
、
従
業
員
の
家
族
も
亡
く

し
て
い
る
。

　

震
災
か
ら
約
１
カ
月
後
、
岩
本
さ

ん
は
所
属
す
る
仙
台
商
工
会
議
所
青

年
部
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
の
仲
間
と
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
従
業
員
の
雇

用
を
維
持
し
、
新
た
な
仕
事
を
生
み

出
し
、
自
分
た
ち
が
元
気
に
な
る
」

活
動
を
し
よ
う
と
「Buy!TOHOKU

」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
東

北
の
商
品
を
広
く
購
入
し
て
も
ら

い
、
多
く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
う
呼

び
掛
け
だ
。

　

ま
ず
岩
本
さ
ん
は
１
枚
１
円
の
義

援
金
に
な
る
「Buy!TOHOKU

」
シ

ー
ル
を
景
品
に
貼
っ
た
り
、
地
元
商

品
を
景
品
に
す
る
な
ど
の
活
動
を
開

始
。
続
い
て
、
全
国
に
１
万
以
上
あ

る
パ
チ
ン
コ
店
の
景
品
に
、
地
元
名

産
品
を
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
仕
向

け
た
。
全
国
の
パ
チ
ン
コ
店
が
発
注

す
る
際
の
景
品
リ
ス
ト
に
東
北
の
商

品
を
掲
載
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
。

　

こ
う
し
た
岩
本
さ
ん
の
活
動
に
は

多
く
の
企
業
が
賛
同
し
た
。
パ
チ
ン

コ
台
の
メ
ー
カ
ー
・
ニ
ュ
ー
ギ
ン
グ

ル
ー
プ
も
そ
の
一
つ
。
ニ
ュ
ー
ギ
ン

は
新
た
な
販
促
品
の
企
画
で
参
加
し

た
。
パ
チ
ン
コ
店
に
自
社
製
の
台
を

売
り
込
む
た
め
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
に
、

石
巻
や
き
そ
ば
、
サ
イ
ダ
ー
、
箸
、

日
本
酒
な
ど
地
元
を
中
心
に
東
北
の

商
品
を
採
用
。
そ
れ
を
包
む
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
宣
伝
し
た
い
パ
チ
ン
コ
台
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
あ
し
ら
っ
た
。「
東

北
を
元
気
に
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
貫

き
、
包
装
の
制
作
や
印
刷
か
ら
、
運

パチンコ店イメージ改善の思いも込め──

東北を元気にするプロジェクト推進

送
ま
で
す
べ
て
地
元
企
業
が
携
わ
る

よ
う
に
し
た
。
販
促
品
は
全
国
の
パ

チ
ン
コ
店
に
配
ら
れ
る
の
で
発
注
は

１
万
点
単
位
。
地
元
企
業
に
は
大
き

な
仕
事
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

　

岩
本
さ
ん
は
言
う
「
こ
の
活
動
を

続
け
る
一
番
の
理
由
は
、
東
北
を
元

気
に
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
そ
れ

と
同
時
に
、
当
社
の
従
業
員
が
胸
を

張
っ
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
の
意
味

も
あ
る
ん
で
す
」。
パ
チ
ン
コ
店
に

対
し
て
良
く
な
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

人
も
い
る
。
岩
本
さ
ん
は
パ
チ
ン
コ

店
の
経
営
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に

面
会
を
断
ら
れ
た
経
験
も
あ
る
。

　

だ
が
「Buy!TOHOKU

」
の
活
動

を
懸
命
に
進
め
て
い
く
中
で
、
多
く

の
理
解
が
得
ら
れ
て
き
た
。「
イ
メ

ー
ジ
で
は
な
く
、
地
域
の
こ
と
、
お

客
様
の
こ
と
、
雇
用
の
こ
と
を
真
剣

に
考
え
て
い
る
と
い
う
中
身
の
姿
で

評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
が
当
社
で
働
く
従
業
員
の
誇
り

に
つ
な
が
れ
ば
い
い
」と
岩
本
さ
ん
。

元
気
に
す
る
の
は
従
業
員
も
含
む
東

北
の
人
全
員
だ
。

　

岩
本
さ
ん
は
話
を
「
業
界
が
変
わ

っ
て
も
、
こ
の
活
動
は
可
能
で
す
。

１
社
で
も
多
く
の
企
業
に
東
北
を
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
」
と
結
ん
だ
。

※ 

水
通
し
…
生
地
を
畳
み
水
に
１
時
間

ほ
ど
浸
け
、
生
乾
き
に
な
る
ま
で
陰

干
し
し
て
生
地
の
裏
側
か
ら
布
目
に

沿
い
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る
こ
と
。

日本テクノ設立20周年を記念して刊
行した、手に取るように電気のことが
わかる本。電気の仕組みや歴史、発
電、送配電、保守、省エネなど電気
のことが丸ごと全部理解できる内容で
す。イラストや図解をふんだんに使っ
た楽しいつくりになっています。
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